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平成２１年２月号  広

報

 

誓
い
の
言
葉 

晴
れ
や
か
に

は
た
ち
の
門
出
 

平
成
平
成
21
年

土
佐
清
水
市

土
佐
清
水
市

成
人
式

成
人
式

　
１
月
３
日
、
暖
か
な
新
春
の
陽
射
し
の
も
と
、
成
人
と
し
て
の
門
出

を
迎
え
た
１６０
人
の
新
成
人
が
出
席
し
て
平
成
21
年
土
佐
清
水
市
成
人
式

が
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
典
で
は
、
西
村
市
長
が
「
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
決
し
て
夢
を
見

失
わ
ず
、
常
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
『
ジ
ョ
ン
万
ス
ピ
リ
ッ
ト
』
と
、
若

者
の
大
胆
な
発
想
・
情
熱
・
行
動
力
で
故
里
づ
く
り
の
主
役
と
し
て
力

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
岡
田
し

ず
か
さ
ん
と
宮
地
晋
平
さ
ん
に
記
念
品
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
応
え
、
「
誓
い
の
言
葉
」
を
橋
本
大
輔
さ
ん
と
福
山
沙
羅
さ

ん
が
述
べ
、
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
決
意
を
誓
い
ま
し
た
。
 

                                  

                   　
本
日
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
た

め
に
素
晴
ら
し
い
式
典
を
開
い
て

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
 

 
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
ら
れ
た

の
も
土
佐
清
水
市
長
様
を
は
じ
め
、

地
域
の
皆
様
、
共
に
育
っ
て
き
た

友
達
、
な
に
よ
り
今
ま
で
支
え
続

け
て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ
で
す
。
 

 
家
族
、
友
達
、
私
達
の
周
り
に

い
る
全
て
の
皆
様
は
今
ま
で
に
沢

山
の
心
に
残
る
言
葉
や
行
動
で
、

い
つ
の
日
も
ど
ん
な
時
も
温
か
く

見
守
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
 

           れ
か
ら
新
た
な
第
一
歩
が
踏
み
出

せ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 
本
日
は
私
達
の
周
り
で
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
全
て
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
の
言
葉
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

 
成
人
と
な
り
、
大
人
の
仲
間
入

り
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
こ
の
先
は
困
難
と
い
う
壁
に
突

き
当
た
り
、
生
き
る
こ
と
の
難
し

さ
に
立
ち
止
ま
り
自
分
に
負
け
そ

う
に
な
る
時
が
来
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
悩
み
苦
し
む
こ
と
を
成
長

へ
の
糧
と
し
て
信
じ
る
道
に
向
け

て
、
さ
ら
に
挑
戦
し
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。
 

　
『
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
当
た

り
前
に
で
き
る
』
ま
だ
ま
だ
半
人

前
の
私
達
に
は
簡
単
な
よ
う
で
難

し
い
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
を
実
践
で
き
る
大
人
を
目
指

し
、
一
人
ひ
と
り
そ
れ
ぞ
れ
道
は

違
い
ま
す
が
、
私
達
は
自
分
の
道

を
突
き
進
み
、
ど
ん
な
時
も
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

 
こ
の
先
の
道
を
、
胸
を
張
っ
て

進
ん
で
い
け
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も

温
か
く
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
 

 
ご
来
場
の
皆
様
、
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
言
葉
は

足
り
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

で
誓
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 

 
福
山
 
沙
羅
  

　
た
だ
今
、
土
佐
清
水
市
長
様
を

は
じ
め
、
ご
来
賓
方
か
ら
の
温
か

い
ご
祝
辞
と
励
ま
し
の
お
言
葉
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
時
の
流
れ
は
本
当
に
早
い
も
の

で
、
自
分
に
は
遠
い
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
た
成
人
式
も
は
や
今
日
の
 

      

日
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
の
土
佐

清
水
市
で
、
し
か
も
こ
ん
な
に
沢

山
の
仲
間
と
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
 

 
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
成
人
と
な

り
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
一
人
前
と
は
言
い
切
れ

な
い
部
分
も
多
い
で
す
が
、
成
人

と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
感
じ
な

が
ら
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
成
人
に
な
っ
て
大
き
く
変
わ
る

こ
と
は
参
政
権
で
す
。
投
票
数
の

減
少
が
叫
ば
れ
る
今
、
私
た
ち
新

成
人
に
で
き
る
ま
ず
最
初
の
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
 

 
私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の

土
佐
清
水
市
は
、
自
然
が
豊
か
で
、

ま
た
そ
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
歴

史
や
文
化
も
誇
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
ど
れ
も
地
域
の
方
々
が
力

を
合
わ
せ
て
創
ら
れ
た
も
の
に
他

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
も
こ
の

地
元
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
探
し
、

一
人
の
大
人
と
し
て
努
力
し
て
行

き
た
い
で
す
。
 

 
こ
れ
か
ら
の
土
佐
清
水
市
の
発

展
を
願
い
、
誓
い
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
 
橋
本
 
大
輔
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第
35
回

あ
し
ず
り
椿
ま
つ
り
・
第
４
回

大
鍋
祭
り
開
催
！ 

あ
し
ず
り
路
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来 

　
１
月
11
日
、
『
第
35
回
あ
し
ず

り
椿
ま
つ
り
』
の
開
幕
を
告
げ
る

観
光
開
き
式
典
が
海
の
駅
あ
し
ず

り
で
開
催
さ
れ
、
主
催
の
土
佐
清

水
市
観
光
協
会
 
山
本
常
好
会
長

が
「
と
も
に
幡
多
地
域
が
協
力
し

て
観
光
を
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
呼

び
か
け
、
鏡
割
り
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
 

 
式
典
に
続
き
、
あ
し
ず
り
港
み

な
と
オ
ア
シ
ス
推
進
協
議
会
主
催

の
『
第
４
回
大
鍋
祭
り
』
が
開
催

さ
れ
、
足
摺
大
漁
鍋
で
料
理
し
た

恒
例
の
伊
勢
エ
ビ
汁
・
メ
ジ
カ
の

つ
み
れ
汁
・
ぜ
ん
ざ
い
を
は
じ
め
、
 

干
物
や
魚
飯
な
ど
の
地
元
特
産
品

が
販
売
さ
れ
、
寒
さ
厳
し
い
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
外
か
ら

訪
れ
た
多
く
の
買
い
物
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
実

演
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
、

子
ど
も
達
の
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
か
き
氷
の
早
食
い

競
争
が
行
わ
れ
、
冷
た
い
か
き
氷

に
苦
戦
す
る
出
場
者
に
家
族
や
友

人
か
ら
の
熱
い
声
援
が
お
く
ら
れ
、
 

お
お
い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
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健
康
推
進
と
郷
土
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
 

　ス
ク
ラ
ム
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 
新
春
の
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
を
駆
け
抜
け
る
 

　
第
42
回

足
摺
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で
兄
妹
 
大
活
躍
！
 

第
１
回

　親
子
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
 

　
12
月
13
日
、
浦
尻
運
動
公
園
か

ら
窪
津
の
遍
路
道
を
通
っ
て
窪
津

大
漁
屋
を
折
返
し
、
帰
路
は
県
道

を
通
り
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
の
全

行
程
約
8.4 
km
を
歩
く
「
健
康
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
が
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ク
ラ
ム
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、

７
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
94
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
本
市
出
身
の
フ
ォ
ト
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
中
村
紘
さ
ん
の

遍
路
道
講
演
も
あ
り
、
健
康
推
進

と
郷
土
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
兼
ね
た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
12
月
14
日
、
土
佐
清
水
市
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
主
催
の
「
親
子
ミ
ニ

サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
浦
尻
運
動
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

 
当
日
は
晴
天
で
し
た
が
、
前
日

の
雨
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ぬ
か
る
み

状
態
。
続
出
す
る
珍
プ
レ
ー
・
好

プ
レ
ー
に
笑
い
と
大
き
な
声
援
が

飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
な
ど

の
ゲ
ー
ム
も
あ
り
、
参
加
し
た
親

子
な
ど
約
90
名
が
楽
し
く
汗
を
流

す
ス
ポ
ー
ツ
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
小
雨
降
る
１
月
18
日
、
新
春
恒

例
の
「
足
摺
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
が

市
体
育
協
会
･
高
知
新
聞
社
･
足

摺
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
実
行
委
員
会
の

主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
219
人
の

ラ
ン
ナ
ー
達
は
、
市
民
文
化
会
館

を
ス
タ
ー
ト
し
て
加
久
見
の
西
南

交
通
付
近
を
折
り
返
す
３
km
、
あ

し
ず
り
港
付
近
を
折
り
返
す
５
 

km
、
松
崎
の
落
窪
橋
を
折
り
返
す

10 
km
の
各
コ
ー
ス
を
沿
道
か
ら
の

熱
い
声
援
を
浴
び
な
が
ら
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。
 

　
11
月
１
日
、
高
知
市
東
部
体

育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
第

47
回
高
知
県
小
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
」
５
年
女
子
シ
ン
グ
ル

の
部
に
出
場
し
た
川
上
南
海
さ
ん

（
幡
陽
小
５
年
）
が
見
事
優
勝
！
 

 
ま
た
、
兄
の
川
上
悠
汰
さ
ん
（
清

水
中
２
年
）
が
同
日
と
２
日
、
高

知
県
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
中

学
校
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会
」
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で

ベ
ス
ト
８
に
入
り
、
３
月
27
日
か

ら
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ

ら
な
る
活
躍
を
応
援
し
ま
す
！
 

レース結果と記録 
（記録）（記録） 
10分48秒 
 
11分28秒 
 
10分16秒 
 
17分10秒 
 
10分27秒 
 
34分21秒 
 
23分18秒 
 
17分48秒 
 
21分01秒 

■男子■男子5･6年生の部　　年生の部　　(3km) (3km) 
　　永野　　永野   裕也（入野小学校）裕也（入野小学校） 
■女子■女子5･6年生の部　　年生の部　　(3Km) (3Km) 
　　山本　　山本   沙羅沙羅 （大方ＪＡＣ）（大方ＪＡＣ） 
■男子中学■男子中学1年生の部　年生の部　 (3Km) (3Km) 
　　川村　　川村   恭平恭平 （宿毛東中学校）（宿毛東中学校） 
■男子中学■男子中学2･3年生の部年生の部(5km) (5km) 
　　寺田　　寺田   勇気（宿毛市）勇気（宿毛市） 
■女子中学生の部　　　■女子中学生の部　　　(3km) (3km) 
　　池本　　池本   愛　愛　（県立中村中学校）（県立中村中学校） 
■男子高校■男子高校･一般の部　一般の部　 (10km)  (10km) 
　　叶　　叶   直樹直樹 　（宿毛工業高校）（宿毛工業高校） 
■女子高校■女子高校･一般の部　一般の部　 (5km)  (5km) 
　　瀬尾　　瀬尾   幸代幸代 （土佐清水市）（土佐清水市） 
■男子壮年の部　　　　■男子壮年の部　　　　(5km) (5km) 
　　伊勢脇清男（　　伊勢脇清男（四万十ランナーズ四万十ランナーズ） 
■女子壮年の部　　　　■女子壮年の部　　　　(5km) (5km) 
　　谷田　　谷田   佳世（高知市）佳世（高知市） 

■男子5･6年生の部　　(3km) 
　　永野   裕也（入野小学校） 
■女子5･6年生の部　　(3Km) 
　　山本   沙羅 （大方ＪＡＣ） 
■男子中学1年生の部　 (3Km) 
　　川村   恭平 （宿毛東中学校） 
■男子中学2･3年生の部(5km) 
　　寺田   勇気（宿毛市） 
■女子中学生の部　　　(3km) 
　　池本   愛　（県立中村中学校） 
■男子高校･一般の部　 (10km) 
　　叶   直樹 　（宿毛工業高校） 
■女子高校･一般の部　 (5km) 
　　瀬尾   幸代 （土佐清水市） 
■男子壮年の部　　　　(5km) 
　　伊勢脇清男（四万十ランナーズ） 
■女子壮年の部　　　　(5km) 
　　谷田   佳世（高知市） 

（記録） 
10分48秒 
 
11分28秒 
 
10分16秒 
 
17分10秒 
 
10分27秒 
 
34分21秒 
 
23分18秒 
 
17分48秒 
 
21分01秒 
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報

 

　
民
生
委
員
･
児
童
委
員
と
し
て

25
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
た
、
川
渕
貞
雄
さ
ん

（
市
野
々
）
に
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
社
会
福
祉
功
労
賞
が
贈
ら
れ
、

11
月
25
日
、
高
知
県
庁
で
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　

　
今
後
と
も
地
域
の
社
会
福
祉
活

動
に
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。
 

　
昭
和
54
年
か
ら
施
設
で
い
け
花

を
教
え
る
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
中
田

肇
美
さ
ん
（
幸
町
）
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労

働
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
12
月

19
日
、
高
知
県
庁
で
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。
 

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

　
11
月
29
日
、
認
知
症
の
改
善
･

予
防
法
の
「
学
習
療
法
」
講
演
会

が
（医）
次
田
会
･

（福）
あ
し
ず
り
会
の

主
催
で
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
「
学
習
療
法
」
と
は
、
簡
単
な

読
み
･
書
き
･
計
算
を
中
心
と
し

た
学
習
を
支
援
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
行
う
非

薬
物
療
法
で
す
。
 

　
講
演
で
は
、
「
新
聞
折
込
広
告

を
毎
日
音
読
す
る
」
な
ど
、
日
常

生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
簡
単
な

認
知
症
予
防
の
方
法
が
紹
介
さ
れ
、

参
加
し
た
方
々
か
ら
は
「
で
き
る

だ
け
人
の
集
ま
り
に
参
加
し
て
、

元
気
な
生
活
を
送
り
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

　
民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
て
、
地
域
の
相
談
･

助
言
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

第
９
回
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

永
年
の
福
祉
活
動
に
対
し
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
 

認
知
症
予
防
講
演
会
 

29
年
続
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
 

 
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
 

〜
育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
〜
 

 　
12
月
14
日
、
今
回
で
９
回
を
数

え
る
「
土
佐
清
水
市
じ
ん
け
ん
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
清
水
小
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
会
場
内
に
は
、
人
権
に
関
す
る

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
の

展
示
や
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
無

料
人
権
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
開

設
さ
れ
た
ほ
か
、
市
内
中
学
生
の

「
人
権
の
主
張
」
発
表
な
ど
、
様
々

な
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
家
族
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
宮
本
ま
き
子
さ

ん
に
よ
る
「
家
庭
や
地
域
で
の
子

育
て
」
を
題
材
に
し
た
講
演
に
も

熱
心
に
聞
き
入
る
参
加
者
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。
 

ご芳志ありがとうございました 
　広報とさしみず送付のお礼として、広報業務に役
立ててくださいと、12月11日、本市出身で神奈川県
横浜市在住の福山廣幸様から、また1月8日、千葉
県千葉市在住の海津栄太郎様 亀子様から、1月 
21日、兵庫県尼崎市在住の上原昌一様からご厚意
により寄付をいただきました。 
　有効に活用させていただきます。 
　ありがとうございました。 

人
権
擁
護
委
員
の
再
委
嘱
 

 
 
（
１
月
１
日
付
）
 

　
酒
井
　
信
美
さ
ん（
下
川
口
） 

 
 
 
　
　
　

（86）
０
１
１
７
 

　
手
島
千
代
子
さ
ん（
戎
町
）
 

　
　
　
　
　
 

（82）
２
０
２
８
 

　
福
重
　
晶
文
さ
ん（
旭
町
）
 

　
 
 
　
　
　

（82）
０
０
１
３
 

 
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
、
国
民
の
基

本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
監
視
と
救
済
措
置

を
採
り
、
自
宅
等
で
の
人
権
相

談
や
人
権
侵
犯
事
件
の
調
査
･

処
理
、
人
権
啓
発
活
動
の
実
施

な
ど
地
域
に
密
着
し
た
人
権
擁

護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

こ

ふ

み
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
交
替
 

（
平
成
20
年
12
月
12
日
付
）
 

　
貝
ノ
川
浦
地
区
　
 

　
　
　
中
平
　
幸
二
三
さ
ん
 

 

（87）
0
9
3
3
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南
海
地
震
に
備
え
よ
う
！
 

〜
家
具
･
家
電
品
の
転
倒
対
策
〜
 

　
近
年
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海

地
震
は
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.4（
昭
和

南
海
地
震
の
４
倍
規
模
）で
県
内
の

ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
震
度
５
〜
６
の

揺
れ
、土
佐
清
水
市
で
は
震
度
６
弱

〜
６
強
の
揺
れ
が
１
分
以
上
続
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
 

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡

路
大
震
災
で
は
約
６
千
４
０
０
人
の

死
者
が
出
て
お
り
ま
す
が
、う
ち
、

約
５
千
人
は
家
具
や
家
電
品
の
転
倒
･

転
落
に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
地
震
の
揺
れ
に
備
え
家
具
･
家

電
品
の
転
倒
防
止
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 対
策
の
ポ
イ
ン
ト
 

○
ジ
ュ
ウ
タ
ン
や
タ
タ
ミ
の
上
に
は
背

　
の
高
い
家
具
は
置
か
な
い
 

○
家
具
の
上
に
は
物
を
置
か
な
い
 

○
家
具
の
転
倒
防
止
策
 

 
・
Ｌ
字
型
金
具
で
固
定
 

 
・
突
っ
張
り
棒
で
家
具
を
固
定
 

○
ガ
ラ
ス
に
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
 

最
新
型
高
規
格
救
急
車
を
導
入
 

　
12
月
６
日
、消
防
本
部
で
は
、救

急
業
務
の
高
度
化
、
高
度
救
命
処

置
資
器
材
の
多
様
化
へ
の
対
応
の
た

め
、最
新
型
高
規
格
救
急
車
を
導

入
し
、走
行
･
資
器
材
取
り
扱
い
訓

練
を
重
ね
、同
月
22
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
 

　
新
車
両（
左
）は
、従
来
の
高
規
格

車
よ
り
全
体
的
に
大
き
く
、室
内
空

間
も
大
幅
に
広
く
な
り
、よ
り
円
滑

な
高
度
救
急
救
命
活
動
が
可
能
で

す
。
ま
た
、最
新
式
の
監
視
モ
ニ
タ
ー

や
半
自
動
除
細
動
器
、自
動
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
器
等
を
整
備
し
、救
命
率

の
さ
ら
な
る
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。
 

　
今
回
の
導
入
に
よ
り
高
規
格
救

急
車
が
２
台
と
な
り
ま
し
た
。
 

火
災
、救
急
･
救
助
出
動
状
況
 

　
平
成
20
年
中
に
本
市
で
発
生
し

た
火
災
は
11
件
で
、火
災
種
別
と
し

て
建
物
火
災
５
件
、林
野
火
災
３
件
、

そ
の
他
３
件
。
負
傷
者
は
３
名
で
し

た
。
出
火
原
因
は
、た
ば
こ
や
焚
き

火
の
不
始
末
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
が
目
立
ち
ま
す
。
 

　
ま
た
救
急
出
動
件
数
は
769
件（
前

年
か
ら
59
件
の
増
加
）、搬
送
人
員

739
人（
前
年
か
ら
51
人
の
増
加
）で
、

交
通
事
故
43
件
、そ
の
他
33
件
。
 

　
傷
病
程
度
別
で
は
死
亡
15
人
、重

症
156
人
、中
等
症
317
人
、軽
傷
249
人
、

そ
の
他
２
人
で
し
た
。
 

　
年
齢
別
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
541
人（
前
年
か
ら
61
人
の
増
加
）

で
全
体
の
73
％
を
占
め
、一
段
と
高
齢

者
の
搬
送
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
未
設
置
の
既
存
住

宅
は
、平
成
23
年
６
月
１
日
ま
で
に

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
 

あ
な
た
の
、そ
し
て
家
族
の
命
を

救
う
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
早
め
に
取
り
付

け
ま
し
ょ
う
。
 

火
事
と
救
急
は
119
番
 

携
帯
電
話
か
ら
も
か
か
り
ま
す
 

火災・救急・救助統計 

火 災 発 生 件 数  

死者・（負傷者）数  

救 急 出 動 件 数  
搬　送　人　員  

救 急 出 動 件 数  
救　助　人　員  

20年 19年 18年 17年 

建 物 火 災 
林 野 火 災 
車 両 火 災 
船 舶 火 災 
その他の火災 

11件 
5件 
3件 
 
 

3件 
0・（3）人 

769件 
739人 
430人 
131人 
116人 
43人 
19人 
10件 
8人 
2人 
4人 
 

1人 
3人 

16件 
8件 
2件 
 
 

6件 
0・（1）人 

710件 
688人 
382人 
109人 
112人 
69人 
16人 
10件 
5人 
1人 
1人 
 

2人 
1人 

12件 
7件 
1件 
1件 
 

3件 
0・（4）人 

683件 
664人 
383人 
98人 
89人 
71人 
23人 
13件 
10人 
1人 
5人 
3人 
 

1人 

11件 
5件 
 
 

2件 
4件 

1・（2）人 

748件 
729人 
379人 
152人 
102人 
78人 
18人 
14件 
7人 
2人 
3人 
2人 
 
 

急         病 
転 院 搬 送 
一 般 負 傷 
交 通 事 故 
そ の 他 

一 般 負 傷 
交 通 事 故 
水 　 難  
自 　 損  
そ の 他  

内
　
　
訳
 

    

内
　
　
訳
 

    

内
　
　
訳
 

    

火
　
　
災
 

   

救
　
　
急
 

   

救
　
　
助
 

   

 
 

2

第一内科 老年病科  

〔第  1  〕 

皮 膚 科  

老年病科  

〔 第  1  〕 

眼 　 科  
泌 尿 器 科  
整形外科〔第1・2・4〕 
老 年 病 科〔第 1・4 〕 
耳 鼻 科〔第2・3・4〕 
第 ニ内科〔第 2・4 〕 
第 三 内 科〔 第 3 〕 
診 療 内 科〔 第 2 〕 

眼 科  

耳鼻科〔第1〕 

整 形 外 科  

老年病科〔第1・2〕 
 
 

http://www.inan-hp.jp/

詳しくはホームページをご確認ください。 

看護師・理学療法士・ケアマネ・薬剤師・登録ヘルパー 
随時募集しています。（4週8休制）担当：上岡 

■最新MRI検査しています。 
■鼻からの内視鏡検査しています。 
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清
医
会
だ
よ
り
「
元
気
が
一
番
」 

入
り
口
は
厳
し
い
が
出
口
は
優
し
い
 

松
谷
内
科
院
長
　
松
谷
　
拓
郎
 

　
い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
検
診
の
せ

い
で
腹
囲
や
体
重
を
気
に
さ
れ

て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
単
な
る
肥
満
と
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
は
当
然
違
う
も

の
で
す
。
そ
れ
で
は
い
っ
た
い

こ
れ
ら
は
ど
う
違
う
の
で
し
ょ

う
か
。
 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
言

う
の
は
、
単
に
外
観
を
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
て
、
体
内
で

起
こ
っ
て
い
る
変
化
を
言
っ
て

い
る
言
葉
で
す
。
体
脂
肪
は
体

に
取
り
込
ま
れ
た
余
剰
の
カ
ロ

リ
ー
を
貯
蔵
す
る
場
所
で
す
。

食
べ
た
い
も
の
を
好
き
な
だ
け

食
べ
て
も
体
を
動
か
さ
な
い
で

そ
の
栄
養
を
消
費
し
な
か
っ
た

ら
そ
の
余
分
な
栄
養
が
脂
肪
と

な
っ
て
体
が
太
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
 

　
こ
の
こ
と
は
体
が
太
っ
て
格

好
が
悪
い
と
い
う
こ
と
は
別
に

し
て
、
医
学
的
に
は
何
の
問
題

も
あ
り
ま
せ
ん
。
何
が
問
題
な

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
脂
肪

組
織
と
い
う
も
の
だ
っ
て
あ
ん

ま
り
詰
め
込
ま
れ
す
ぎ
る
と
、

も
う
あ
ん
ま
り
要
り
ま
せ
ん
と

言
い
出
す
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
 

　
太
り
す
ぎ
て
自
分
の
脂
肪
の

栄
養
の
取
り
込
み
能
力
が
か
な

り
下
が
っ
て
い
て
も
解
ら
な
い

も
の
だ
か
ら
食
欲
に
ま
か
せ
て

ど
ん
ど
ん
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
、
楽
だ
か
ら
と
い
っ
て
体
を

動
か
さ
な
い
で
居
る
と
、
行
き

所
を
失
っ
た
栄
養
は
い
っ
た
い

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
不
具
合
の
こ
と
を
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
言
う
の
で

す
。
 

　
具
体
的
に
は
行
き
所
を
失
っ

た
栄
養
と
は
血
糖
の
こ
と
で
す
。

脂
肪
細
胞
な
ど
に
血
糖
を
取
り

込
ま
せ
る
の
は
、
イ
ン
シ
ュ
リ

ン
の
働
き
な
の
で
、
す
い
臓
は

血
糖
を
下
げ
よ
う
と
し
て
イ
ン

シ
ュ
リ
ン
を
多
め
に
出
し
ま
す

が
、
脂
肪
組
織
の
方
が
満
タ
ン

に
な
っ
て
い
る
の
で
な
か
な
か

反
応
し
ま
せ
ん
。
 

　
結
局
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
高
い

の
に
血
糖
も
そ
ん
な
に
下
が
ら

な
い
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

の
こ
と
を
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
抵
抗

性
と
い
い
ま
す
。
 

　
問
題
な
の
は
高
イ
ン
シ
ュ
リ

ン
に
は
血
圧
を
上
げ
て
し
ま
う

作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す

い
臓
は
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
常
に

放
出
さ
せ
ら
れ
る
と
だ
ん
だ
ん

能
力
が
弱
っ
て
し
ま
う
性
質
が

あ
り
、
そ
れ
に
、
糖
毒
性
と
い

っ
て
、
高
血
糖
に
長
く
さ
ら
さ

れ
れ
ば
や
は
り
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

を
出
す
力
が
弱
っ
て
き
ま
す
。

悪
循
環
で
す
。
 

　
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
抵
抗
性
が
あ

る
の
に
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
出
せ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
い
よ

い
よ
糖
尿
病
が
完
成
し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
一
連
の

状
態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

と
い
っ
て
問
題
に
し
て
い
る
の

で
す
。
 

 　
内
臓
脂
肪
が
な
ぜ
問
題
に
な

る
の
か
と
い
う
と
、
内
臓
脂
肪

と
皮
下
脂
肪
で
は
イ
ン
シ
ュ
リ

ン
抵
抗
性
の
起
こ
し
や
す
さ
が

違
う
か
ら
な
の
で
す
。
ダ
イ
エ

ッ
ト
を
す
る
と
先
に
内
臓
脂
肪

が
消
え
る
と
い
う
事
実
が
あ
る

そ
う
で
す
。
 

　
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
抵
抗
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

栄
養
が
入
り
に
く
い
、
つ
ま
り

痩
せ
易
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
逆
に
皮
下
脂
肪
が
な
か

な
か
取
れ
に
く
い
の
は
糖
分
の

取
り
込
み
が
そ
れ
だ
け
良
い
か

ら
な
の
で
す
。
 

　
メ
タ
ボ
検
診
に
引
っ
か
か
っ

た
場
合
、
今
の
体
重
よ
り
２
キ

ロ
か
３
キ
ロ
で
良
い
で
す
か
ら

体
重
を
絞
っ
て
く
だ
さ
い
。
内

臓
脂
肪
が
減
っ
て
そ
の
分
イ
ン

シ
ュ
リ
ン
抵
抗
性
が
改
善
す
る

で
し
ょ
う
。
 

 　
別
に
皆
さ
ん
に
ス
マ
ー
ト
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
よ
。

ス
マ
ー
ト
に
な
り
た
い
と
い
っ

て
命
が
け
で
脂
肪
吸
引
術
を
受

け
た
り
す
る
の
は
私
は
お
勧
め

し
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
す

る
と
せ
っ
か
く
の
脂
肪
の
プ
ー

ル
を
減
ら
し
て
し
ま
い
、
か
え

っ
て
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
抵
抗
性
の

危
険
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 

　
メ
タ
ボ
検
診
は
み
ん
な
引
っ

か
か
っ
ち
ゃ
っ
て
厳
し
い
よ
う

で
す
が
意
外
と
出
口
は
や
さ
し

い
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
別

に
容
姿
を
問
題
に
し
て
は
い
な

い
の
で
す
よ
。
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「ジョン万かるた」で たどる 
 　　　　　　　万次郎の歩み John Mung Cards
　日本の夜明けや国際交流に多大な功績をのこした本市の偉人 ジョン万次郎
こと中浜万次郎の波乱に満ちた人生と、「どのような状況でも決して夢を見失
わず、常にベストを尽くす『ジョン万スピリット』を現在の子どもたちに受け継いで
もらいたい」との思いで市民ボランティア団体・ウェルカムジョン万の会〈Tel（82）
0210〉が制作した『ジョン万かるた』で万次郎の歩みを紹介します。 

万次郎　土佐は清水の 

　　　　　　　万次郎 
ま 
Manjiro : born in Nakahama, 
Shimizu, Tosa

　1827年、万次郎は現在の高知県土佐
清水市中浜に生まれた。 
 アメリカではジョン万と呼ばれ、帰国後、
名字、帯刀を許され、幕府直参となり、故
郷の中浜を名字とし、「中浜万次郎」とした。 

九歳で 奉公に出て 

　　　　　母を助ける 
く 
Helped his mother by working 
as boy servant from age nine

　万次郎が9歳の時、父が子ども5人を残
して病死。 
　病弱な兄とともに働き、家計を助けた。 

漂流 宇佐を離れて 

 　　　　　　十三日 
ひ 
Blow out to sea, the friends 
drifted for 13 days

　寅右衛門、五右衛門、重介、筆之丞とと
もに万次郎は、宇佐(現在の土佐市)の鰹
船にかしき(飯焚き)として乗り込んだ。 

荒海に 船を漕ぎ出す 

 　　　　　仲間五人 
あ 
The five Friend’s boat sailed 
into a violent storm

　1841年１月27日、万次郎14歳で初漁
に出る。 
　3日後に冬の嵐に遭い、7日間漂流した後、
鳥島に漂着した。 

命をつないだ アホウ鳥 い 
Albatrosses saved their lives

　鳥島にたどり着いた万次郎たち5人は、
その後5ヵ月あまり無人島で生活する。 
　この島はアホウドリの繁殖地であった。 
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土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り 

第 6 8 号  

発
行
　
議
長
　
形
岡
　
一 

 

   
12
月
定
例
会
は
、
12
月
９
日
か
ら

12
月
19
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で

開
会
し
、市
長
か
ら
、議
案
14
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

初
日
に
は
、議
員
の
行
政
視
察
報

告
や
、９
月
定
例
会
で
総
務
文
教
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
平
成
19
年
度
土
佐
清

水
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り

認
定
す
る
と
の
報
告
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

一
般
質
問
は
、
12
月
15
日
か
ら
17

日
の
３
日
間
行
わ
れ
、
10
人
の
議
員

が
質
問
に
立
ち
、（
株
）土
佐
清
水
元

気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
足
摺
テ
ル
メ
、環

境
問
題
等
に
つ
い
て
質
問
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
 

最
終
日
に
は
、市
長
提
出
の
議
案

14
件
に
つ
い
て
採
決
し
、す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
、平
成
19
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
認
定
し
た
後
、市
長
か

ら
提
案
の
あ
っ
た
３
件
の
土
佐
清
水

市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、議
員
か
ら
は
意
見
書
案
３

件
、予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
設

置
に
伴
う
土
佐
清
水
市
議
会
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正
案
、大
月
町
の

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
の

設
置
調
査
受
け
入
れ
に
反
対
す
る

決
議
案
が
提
出
さ
れ
、原
案
の
と
お

り
可
決
し
、閉
会
し
ま
し
た
。
 

 

陳
情
の
審
査
結
果
 

○
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、
住
民
生
活
を
底
上
げ
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
 

（
要
旨
）
不
安
定
就
労
と
低
賃
金
労
働
の
拡
大
、
無
年
金
者
の
増
大
、
生
活
苦
に
よ
る
借
金
と
自
殺
、
社

会
的
孤
立
等
か
ら
貧
困
が
急
速
に
広
が
り
、
そ
の
連
鎖
が
生
じ
て
い
る
現
状
か
ら
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
と
す
る
た
め
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

や
、
労
働
者
保
護
法
制
の
整
備
、
年
金
や
生
活
保
護
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
よ
る
住

民
生
活
の
底
上
げ
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
 

 ○
地
方
の
道
路
整
備
の
財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書
 

（
要
旨
）
今
後
の
道
路
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際
に
は
、
整
備
の
遅
れ
て
い
る
本
市
の
実
情
や
財
政

状
況
を
勘
案
の
上
、
地
方
の
「
底
力
」
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金

（
仮
称
）
は
道
路
を
中
心
と
し
た
公
共
事
業
に
幅
広
く
使
え
る
制
度
と
し
、
そ
の
配
分
や
、
平

成
21
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備
の
遅
れ
て
い
る
地
方
に

優
先
的
・
重
点
的
な
配
分
を
行
な
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
 

 ○
危
険
な
気
候
を
回
避
す
る
た
め
に
「
気
候
保
護
法
」
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
 

（
要
旨
）
気
候
の
安
定
の
た
め
温
室
効
果
ガ
ス
の
中
・
長
期
的
削
減
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
施
策
を
包
括

的
・
統
合
的
に
導
入
・
実
施
し
て
い
く
こ
と
の
具
体
策
と
し
て
、
京
都
議
定
書
の
削
減
目
標
を

守
り
、
大
幅
な
排
出
削
減
経
路
を
法
律
で
掲
げ
る
と
と
も
に
、
排
出
量
取
引
等
の
制
度
の
導
入

に
よ
る
固
定
価
格
買
取
制
度
等
の
実
現
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
 

12
月
定
例
会
の
概
要
 

意
　
見
　
書
 
次
の
意
見
書
を
関
係
省
庁
等
に
提
出
し
ま
し
た
。
 

提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
の
審
査
を
得
 

て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
 

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、
住
民
生
活
を
底
上
げ
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
 

危
険
な
気
候
を
回
避
す
る
た
め
に
「
気
候
保
護
法
」
の
制
定
を
求
め
る
陳
情
 

市
町
村
設
置
型
に
よ
る
単
独
浄
化
槽
の
転
換
を
求
め
る
陳
情
 

採
　
択
 

採
　
択
 

不
採
択
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
設
置
す
る
土
佐
清
水
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、従
来
か
ら
行
な
っ
て
き
た
議
案
に
対
す
る
総
合
審
査
会
に
変
わ
る

も
の
と
し
て
予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
、地
方
自
治
法
等

に
定
め
ら
れ
た
常
任
委
員
会
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、予
算
決
算
審
査

の
充
実
を
図
る
こ
と
や
多
様
な
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
す

も
の
で
す
。
 

以
下
、条
例
改
正
案
に
対
す
る
提
案
理
由
の
説
明
を
掲
載
し
ま
す
。
 

  議
案
の
審
査
に
係
る
総
合
審
査

会
や
質
疑
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
議

会
運
営
委
員
会
で
こ
こ
数
年
来
検

討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

内
容
と
し
て
は
、
議
案
審
議
は

主
に
休
憩
中
に
行
わ
れ
、
本
会
議

中
の
質
疑
が
消
極
的
と
な
っ
て
い
た

こ
と
や
、
議
案
の
委
員
会
付
託
に
つ

い
て
も
議
案
不
可
分
の
原
則
に
か
か

わ
ら
ず
分
割
付
託
を
行
っ
て
い
た
こ

と
等
。
こ
れ
ら
の
件
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
平
成
18
年
の
地
方

自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
常
任
委

員
会
の
複
数
制
が
認
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
総
合
審
査
会
に
変
わ

る
も
の
と
し
て
、
従
来
の
２
常
任
委

員
会
の
他
、
予
算
決
算
常
任
委
員

会
を
新
た
に
設
置
し
、
予
算
・
決

算
の
審
査
の
充
実
と
先
に
述
べ
た
議

案
不
可
分
の
原
則
を
遵
守
す
る
と

と
も
に
市
民
に
更
に
開
か
れ
た
議

会
と
す
る
た
め
の
改
正
を
行
な
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
議
員
は
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
・
産
業
厚
生
常
任

委
員
会
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
と
と

も
に
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に

は
議
長
を
除
く
議
員
全
員
が
属
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
委
員
会
の
設
置
に
よ

り
次
回
よ
り
従
来
の
総
合
審
査
会

は
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

今
般
、
12
月
11
日
に
大
月
町

議
会
が
設
置
調
査
受
け
入
れ
に
つ
い

て
委
員
会
付
託
し
た
、
低
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
処
分
場
建
設
は
、
地

元
住
民
を
始
め
、
同
町
と
隣
接
す

る
土
佐
清
水
市
住
民
に
多
大
な
不

安
を
与
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処

分
場
建
設
は
、
近
年
増
加
す
る
研

究
機
関
や
医
療
機
関
か
ら
出
る
低

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分

の
た
め
、
今
後
10
年
以
内
の
稼
働

を
目
指
し
、
文
部
科
学
省
が
全
国

に
１
カ
所
建
設
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
が
、
そ
も
そ
も
低
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
と
は
、
原
子
力
発
電
所

な
ど
の
廃
棄
物
の
う
ち
、「
核
燃
料

の
燃
え
か
す
に
含
ま
れ
る
死
の
灰
本

体
」（
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
）
以
外
の

す
べ
て
の
放
射
性
廃
棄
物
を
指
す

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

建
設
を
計
画
し
て
い
る
財
団
法

人
原
子
力
研
究
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
推
進

セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
廃
棄
物
搬
入

期
間
を
50
年
と
し
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ピ
ッ
ト
埋
設
処
理
後
３
０
０
年
間

は
、
同
施
設
の
放
射
能
監
視
の
た

め
立
入
禁
止
に
す
る
と
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
、
放
射
能
に
よ
る
人
体

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
と
同
義
の

こ
と
で
あ
り
、
放
射
性
物
質
が
、

人
間
の
命
と
健
康
に
い
か
に
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
す
か
は
、
広
島
・
長

崎
の
原
爆
被
爆
の
体
験
、
さ
ら
に

第
五
福
竜
丸
の
被
爆
や
茨
城
県
東

海
村
で
の
臨
界
事
故
の
被
爆
を
通

じ
て
実
証
済
み
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
も

の
や
埋
設
容
器
等
の
３
０
０
年
間
の

安
全
性
と
耐
久
性
に
つ
い
て
は
、
確

立
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
言
え
な
い

と
考
え
ま
す
。 

放
射
性
廃
棄
物
処
理
場
計
画
は
、

大
月
町
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
周

辺
地
域
を
も
危
険
に
巻
き
込
む
重

大
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
土
佐

清
水
市
、
大
月
町
は
足
摺
宇
和
海

国
立
公
園
と
し
て
指
定
を
受
け
、

そ
の
自
然
景
観
の
保
護
や
環
境
の

保
全
に
お
互
い
尽
力
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
該
施
設
の
建
設

は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
否
定
す

る
こ
と
に
も
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

特
に
、
土
佐
清
水
市
は
さ
か
な

の
町
を
標
榜
し
、
漁
業
を
基
幹
産

業
の
重
要
な
柱
と
位
置
付
け
て
お
り
、

こ
の
こ
と
に
よ
る
風
評
被
害
も
懸
念

さ
れ
、
漁
業
者
に
と
っ
て
は
死
活
問

題
と
な
り
ま
す
。 

本
市
議
会
に
お
い
て
も
、
平
成

16
年
６
月
、
佐
賀
町
の
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
処
分
場
の
応
募
と
誘

致
に
反
対
す
る
決
議
、
ま
た
平
成

18
年
10
月
、
津
野
町
の
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
の
応
募
と

誘
致
に
反
対
す
る
決
議
、
平
成
19

年
３
月
、
東
洋
町
の
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
最
終
処
分
施
設
の
応
募

に
反
対
す
る
決
議
を
行
い
、
佐
賀
町
・

津
野
町
及
び
東
洋
町
の
良
識
あ
る

判
断
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

今
日
、
地
方
自
治
体
は
厳
し
い

財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
懸

命
な
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
を
理
解

し
な
が
ら
も
、
地
域
の
連
帯
を
壊
し
、

安
全
性
の
確
保
も
な
く
、
将
来
に

禍
根
を
残
し
か
ね
な
い
低
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
処
分
場
の
設
置
調
査

受
け
入
れ
に
対
し
、
強
く
反
対
の

意
思
を
表
明
し
、
大
月
町
が
こ
の

設
置
調
査
受
け
入
れ
を
速
や
か
に

断
念
す
る
こ
と
を
求
め
、
こ
こ
に
決

議
す
る
。 

 平
成
20
年
12
月
19
日
 

 　
　
　
　
　
土
佐
清
水
市
議
会
 

 

大
月
町
の
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
の
 

　
　
　
　
　
　
設
置
調
査
受
け
入
れ
に
反
対
す
る
決
議
 

　
市
議
会
議
案
第
16
号
「
土
佐
清
水
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
 

提
案
理
由
 

 

予
算
決
算
常
任
委
員
会
設
置
 



平成２１年２月号  広

報

 

一
般
質
問
 

 

12
月
15
日
・
16
日
・
17
日
の
３
日
間
、
10
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
・
答
弁
の
中
か
ら
、
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

岡
林
幹
造
　
議
員
 

永
野
　
修
　
議
員
 

       １
　
平
成
21
年
任
期
満
了
に

よ
る
市
長
選
挙
に
つ
い
て
 

 
（
質
問
）
 

今
期
４
年
間
の
総
括
と
３
期
目

の
出
馬
に
つ
い
て
市
長
の
決
意
と
見

解
を
問
う
 

 
（
答
弁
）
 

就
任
以
来
８
年
間
厳
し
い
行
財

政
改
革
の
中
、
子
育
て
支
援
や
福

祉
の
充
実
に
取
り
組
み
、
こ
の
分
野

で
は
県
下
の
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
る
と

い
う
自
負
を
持
っ
て
い
る
。 

現
在
、
最
も
必
要
な
こ
と
は
若

い
人
の
雇
用
の
場
の
確
保
で
あ
り
、

地
方
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

南
海
地
震
対
策
等
懸
案
事
項
に

つ
い
て
方
向
性
は
明
確
に
で
き
た
と

考
え
る
が
、
国
の
動
向
や
厳
し
い
行

政
課
題
の
中
で
本
市
の
残
さ
れ
た
課

題
の
前
進
を
考
え
る
時
に
市
民
の
ご

理
解
を
い
た
だ
い
た
上
で
出
馬
の
正

式
発
表
を
し
た
い
。 

   

   ２
　
国
の
不
透
明
な
地
方
財
政

計
画
の
現
状
を
ふ
ま
え
 

 
（
質
問
）
 

新
年
度
予
算
編
成
の
財
政
運
営

と
基
本
方
針
を
問
う
 

 
（
答
弁
）
 

新
年
度
の
予
算
編
成
は
市
税
で

約
５
千
万
円
の
減
収
、
地
方
交
付

税
で
最
悪
の
場
合
、
前
年
度
比
3．9

％
の
減
と
な
り
、
約
７
千
万
円
の
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。 

予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
物
件

費
の
削
減
、
事
業
の
見
直
し
と
選

択
に
よ
る
歳
出
削
減
を
図
る
と
と

も
に
財
源
確
保
に
努
め
る
。 

 
３
　
大
岐
茶
屋
駄
場
開
発
に
つ

い
て
 

 
（
質
問
）
 

地
方
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
は
本
市
の
基
幹
産
業
の
活
性

化
と
雇
用
創
出
等
最
も
重
要
な
事

業
で
あ
り
、
農
水
産
物
の
地
域
資

源
の
生
産
体
制
と
整
合
性
を
持
っ

た
産
業
の
振
興
対
策
、
雇
用
の
拡

大
に
つ
い
て
と
官
民
協
働
型
の
将

来
計
画
を
示
せ
 

 

（
答
弁
） 

原
材
料
の
農
水
産
物
は
漁
協
・

Ｊ
Ａ
・
生
産
者
と
連
携
し
、
集
出

荷
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
。
　
 

販
売
戦
略
は
関
西
圏
の
流
通
業

者
を
中
心
と
し
、
地
産
外
商
を
め

ざ
し
て
お
り
、
県
内
外
の
食
品
メ
ー

カ
ー
よ
り
Ｏ
Ｅ
Ｍ
商
品
の
打
診
も
あ

り
、
加
工
製
品
の
受
託
事
業
も
導

入
し
な
が
ら
販
売
強
化
を
図
る
。 

本
事
業
は
本
市
の
基
幹
産
業
の

活
性
化
と
雇
用
の
確
保
等
大
変
重

要
で
あ
り
、
地
域
資
源
を
統
括
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
に
よ
る
清
水
の

元
気
再
生
事
業
が
す
べ
て
の
分
野
に

お
い
て
重
点
的
施
策
と
し
て
今
後
展

開
で
き
る
。 

市
内
経
済
団
体
と
市
が
共
同
出

資
を
し
た
事
業
で
、
公
共
性
・
採

算
性
と
そ
の
意
義
、
ま
た
行
政
関

与
の
必
要
性
に
つ
い
て
十
分
な
検
討

を
行
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
連
携
し

て
地
域
の
振
興
と
本
市
の
活
性
化

に
全
力
を
尽
く
す
。 

   
   

  １
　
指
定
管
理
者
等
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

国
民
宿
舎
の
沿
革
と
決
算
は
　
 

 

（
答
弁
） 

国
民
宿
舎
は
昭
和
36
年
に
足
摺

岬
先
端
に
建
設
、
平
成
10
年
「
足

摺
テ
ル
メ
」
に
移
転
し
た
。 

平
成
19
年
度
ま
で
の
宿
泊
会
計

は
６
億
２
千
２
７
５
万
円
の
黒
字
で

温
浴
会
計
は
８
億
９
千
４
２
５
万
円

の
赤
字
。 

 

（
質
問
） 

開
発
公
社
は
国
民
宿
舎
の
指
定

管
理
者
か
ら
外
れ
る
が
、
雇
用
さ
れ

て
い
る
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
問
う
 

 

（
答
弁
） 

開
発
公
社
は
職
員
全
員
を
解
雇

す
る
が
、
（
新
）
指
定
管
理
者
が

引
き
続
き
雇
用
す
る
よ
う
要
請
し

た
い
。 

 

（
質
問
） 

指
定
管
理
者
の
管
理
業
務
の
確

認
方
法
は
 

 

（
答
弁
） 

現
在
は
協
定
書
及
び
仕
様
書
に

基
づ
く
報
告
書
を
審
査
し
て
い
る
が
、

今
後
、
必
要
で
あ
れ
ば
定
期
協
議

も
検
討
す
る
。 

 

（
質
問
） 

指
定
管
理
者
の
「
事
業
評
価
」

を
作
成
し
公
表
す
べ
き
で
な
い
か
 

 

（
答
弁
） 

「
事
業
評
価
」
を
作
成
し
議
会

等
に
報
告
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 
２
　
観
光
振
興
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
）　
 

足
摺
岬
先
端
付
近
に
は
街
灯
が

な
い
。 

も
て
な
し
観
光
の
上
か
ら
も
設

置
す
べ
き
で
な
い
か
 

 

（
答
弁
） 

事
情
を
精
査
し
て
必
要
な
手
立

て
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
質
問
） 

平
成
22
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
龍
馬
伝
」へ
向
け
た
取
組
を
問
う
 

 

（
答
弁
） 

24
万
石
博
の
反
省
に
立
ち
「
龍

馬
伝
」
を
活
用
し
た
誘
客
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。 

龍
馬
伝
パ
ビ
リ
オ
ン
の
支
店
も
海

の
駅
に
計
画
し
て
お
り
「
ジ
ョ
ン
万
」

と
結
び
つ
け
た
観
光
振
興
を
行
な

う
よ
う
考
え
て
い
る
。 
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仮
谷
進
博
　
議
員
 

森
　
一
美
　
議
員
 

  
１
　
株
式
会
社
土
佐
清
水
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
加
工
部
門
の

経
営
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

臨
時
職
員
の
採
用
や
研
修
に
つ

い
て
 

 

（
答
弁
） 

採
用
は
21
年
２
月
中
に
募
集
を

予
定
、
短
期
の
研
修
は
必
要
と
考

え
る
。 

　
 

（
質
問
） 

農
水
産
物
の
仕
入
れ
や
販
売
、

市
内
業
者
と
の
競
合
は
 

 

（
答
弁
） 

初
期
は
10
数
種
類
の
取
扱
品
だ

が
更
に
増
え
る
と
想
定
し
て
お
り
、

地
産
を
上
回
る
消
費
が
あ
る
場
合

は
幡
多
管
内
に
拡
大
し
た
い
。 

販
売
は
、
今
後
、
会
社
の
経
営

方
針
・
戦
略
の
中
で
進
め
て
行
く
こ

と
に
な
る
。 

加
工
品
の
多
く
は
市
外
の
飲
食

店
や
量
販
店
で
食
材
と
し
て
扱
う

想
定
で
あ
り
市
内
業
者
と
の
競
合

は
少
な
い
と
思
う
。 

 

（
質
問
） 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
市
民
に
選

ん
で
も
ら
え
ば
 

（
答
弁
） 

市
民
の
た
め
の
会
社
意
識
醸
成

の
観
点
か
ら
も
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
大
切
で
あ
り
検
討
す
る
。 

 

（
質
問
） 

商
品
開
発
で
特
産
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
せ
 

 

（
答
弁
） 

ブ
ラ
ン
ド
化
は
必
要
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
模
索
、
検
討
を
継

続
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

広
告
宣
伝
費
の
予
算
額
は
多
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
 

　
 

（
答
弁
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
費
用
や
イ
ベ
ン

ト
広
告
料
等
も
含
め
試
算
し
た
額

で
あ
り
、
今
後
、
会
社
の
運
営
の

中
で
協
議
、
検
討
し
効
果
あ
る
宣

伝
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。 

 

（
質
問
） 

賞
味
・
消
費
期
限
や
代
金
決
済

ま
で
の
対
応
 

 

（
答
弁
） 

商
品
の
扱
い
は
、
会
社
の
販
売

戦
略
の
中
で
効
率
の
良
い
管
理
販
売

に
向
け
、
適
正
な
判
断
、
対
応
を

行
い
、
販
売
代
金
は
、
十
分
論
議

し
安
全
策
を
図
っ
て
い
く
。 

（
質
問
） 

社
長
の
責
任
と
役
割
を
果
た
す

ナ
ン
バ
ー
２
は
育
つ
の
か
 

 

（
答
弁
） 

社
長
の
責
任
は
重
い
と
認
識
し
て

い
る
が
、
実
務
責
任
者
に
つ
い
て
は
、

常
勤
役
員
一
名
を
配
置
し
、
早
期

に
決
定
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

企
業
（
会
社
）
の
社
会
的
責
任

と
農
民
・
漁
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
 

 

（
答
弁
） 

黒
字
に
す
る
こ
と
で
雇
用
の
場
の

拡
大
も
図
る
こ
と
が
で
き
、
漁
民

や
農
民
に
対
し
て
の
貢
献
も
可
能

と
考
え
る
。 

 

（
質
問
） 

販
売
促
進
は
「
地
産
外
商
」
を

目
指
せ
 

 

（
答
弁
） 

そ
の
よ
う
な
考
え
方
で
い
く
つ
か

の
商
談
を
進
め
て
お
り
、
新
製
品
の

開
発
等
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

（
質
問
） 

在
庫
品
の
旨
み
を
保
つ
に
は
氷

感
庫
の
設
置
が
必
要
で
な
い
か
 

 
 

（
答
弁
） 

今
後
、
高
級
魚
を
扱
う
よ
う
に

な
れ
ば
氷
感
庫
は
不
可
欠
な
施
設

と
な
る
こ
と
か
ら
検
討
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

将
来
展
望
に
つ
い
て
 

 

（
答
弁
） 

国
、
県
の
機
関
等
あ
ら
ゆ
る
ル
ー

ト
の
活
用
や
土
佐
食
と
連
携
し
、

こ
の
分
野
で
は
県
下
一
の
企
業
に
な

る
目
標
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。 

      
１
　
下
ノ
加
江
保
育
園
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

下
ノ
加
江
保
育
園
の
跡
地
を
多
目

的
公
園
と
し
て
は
い
か
が
な
も
の
か
 

 （
答
弁
） 

跡
地
に
つ
い
て
は
市
と
し
て
は
ま

だ
計
画
を
た
て
て
い
な
い
。 

先
に
統
合
し
た
保
育
園
で
も
そ

の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
公
園
と
す

る
た
め
に
撤
去
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
ま
ま
地
域
の
皆
さ
ん
に
有
効
な

活
用
を
図
っ
て
も
ら
う
と
い
う
現
状

で
あ
る
。 

下
ノ
加
江
保
育
園
は
新
た
に
市

が
土
地
を
買
っ
て
建
設
を
し
て
い
る

わ
け
で
あ
り
、
統
合
し
た
所
よ
り

先
に
公
園
を
と
い
う
の
は
、
他
の
所

と
の
整
合
性
は
ど
う
か
と
い
う
気
も

す
る
。
　
　
 

あ
と
の
利
用
に
つ
い
て
は
地
区
の

皆
さ
ん
と
十
分
話
を
し
て
有
効
な

利
用
策
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 ２
　
下
ノ
加
江
川
の
生
態
系
復

活
に
向
け
て
 

 

（
質
問
） 

下
ノ
加
江
川
の
生
態
系
復
活
に

つ
い
て
鮎
の
稚
魚
放
流
を
し
た
い
が
 

 （
答
弁
） 

平
成
３
年
頃
一
度
地
域
の
要
望
を

受
け
て
補
助
し
た
経
緯
が
あ
り
、

成
果
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
事
で
中

止
し
て
い
る
が
、
水
産
資
源
増
殖

事
業
は
現
在
も
あ
る
の
で
、
二
分
の

一
の
補
助
は
可
能
で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

保
護
区
域
の
設
定
は
で
き
な
い
か
 

 （
答
弁
） 

法
的
に
は
、
県
内
水
面
漁
業
調

整
規
則
の
中
に
あ
る
、
採
捕
禁
止

期
間
や
禁
止
漁
具
、
禁
止
漁
法
に

よ
る
取
締
り
を
す
る
し
か
な
い
が
、

小
学
生
等
と
協
力
し
て
自
分
達
で
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西
原
強
志
　
議
員
 

立
て
札
を
た
て
る
等
す
れ
ば
、
保
護

活
動
に
協
力
を
し
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
。 

地
元
で
保
護
運
動
を
展
開
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
市
と
し
て
も
で
き
る

支
援
は
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

            
      ３

　
元
気
ま
る
ご
と
工
房
の
生

産
加
工
品
の
計
画
案
に
つ
い

て
 

 

（
質
問
） 

ま
る
ご
と
工
房
の
生
産
加
工
品

の
計
画
案
は
 

 

（
答
弁
） 

地
域
の
主
生
産
作
物
を
中
心
に
、

市
と
会
社
の
間
で
協
議
し
て
、
出

荷
さ
れ
た
物
は
全
て
受
取
る
姿
勢
で

い
る
。 

農
産
物
の
生
産
は
、
農
協
の
各

部
会
や
地
域
産
直
市
場
な
ど
を
通

じ
て
説
明
会
を
実
施
し
て
き
た
。 

当
面
、
生
産
出
荷
意
欲
の
あ
る

農
家
を
中
心
に
品
物
を
指
定
し
て

お
願
い
し
て
い
る
が
、
関
西
方
面
の

流
通
業
者
か
ら
「
筍
、
切
干
大
根
、

椎
茸
」
の
加
工
品
は
幾
ら
で
も
欲

し
い
と
の
意
見
を
頂
い
て
い
る
。 

事
業
開
始
を
元
に
、
農
家
の
皆

さ
ん
に
は
意
欲
を
も
っ
て
、
農
産
物

を
作
っ
て
お
金
に
す
る
と
い
う
気
持

ち
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

本
当
は
農
家
の
方
か
ら
、
こ
れ

を
作
る
の
で
買
っ
て
く
れ
と
い
う
よ

う
な
交
渉
が
会
社
の
方
へ
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
る
。
　
 

       
１
　
市
有
地
の
競
売
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

市
有
地
（
旭
町
）
の
競
売
の
経

過
に
つ
い
て
 

 

（
答
弁
） 

昭
和
49
年
に
新
庁
舎
へ
の
移
転

直
前
ま
で
（
観
光
課
、
水
道
課
等
）

が
庁
舎
と
し
て
利
用
し
て
い
た
市
有

地
を
昭
和
50
年
３
月
に
競
売
し
、

個
人
と
売
買
契
約
を
締
結
し
た
。 

　
 

（
質
問
） 

旧
市
有
地
に
隣
接
す
る
道
路
に
つ

い
て
市
道
に
し
て
い
な
か
っ
た
理
由
 

 

（
答
弁
） 

土
地
所
有
者
か
ら
の
寄
付
行
為

が
無
い
こ
と
か
ら
市
道
と
し
て
認
定

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

以
前
か
ら
周
辺
住
民
を
含
む
不

特
定
多
数
の
方
が
利
用
さ
れ
た
と

推
測
す
る
。 

 

（
質
問
） 

「
責
任
を
も
っ
て
解
決
に
あ
た
る

べ
き
と
考
え
る
」
が
市
長
の
所
見
 

 

（
答
弁
） 

個
人
の
土
地
の
所
有
権
を
、
市

が
強
制
的
に
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
あ
り
、
市
が

何
と
か
中
に
入
っ
て
協
力
を
し
て
頂

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
市

と
し
て
も
誠
意
を
も
っ
て
あ
た
る
こ

と
は
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。 

市
の
責
任
に
お
い
て
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
市
の
責
任
で
は
な
い
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 
２
　
株
式
会
社
土
佐
清
水
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

新
会
社
設
立
ま
で
の
経
過
及
び

取
締
役
会
の
決
定
事
項
等
に
つ
い
て
 

 

（
答
弁
） 

10
月
に
開
催
し
た
臨
時
市
議
会

で
市
の
出
資
分
の
決
定
、
会
社
創

立
要
覧
で
あ
る
設
立
趣
意
書
・
目

論
見
書
・
募
集
要
領
に
よ
り
株
主

と
な
る
出
資
者
に
承
諾
を
得
る
と

と
も
に
、
設
立
準
備
委
員
会
に
お

い
て
会
社
名
、
定
款
の
認
証
、
出

資
金
払
込
、
11
月
に
創
立
総
会
等

を
開
催
し
、
取
締
役
等
の
選
任
、

代
表
取
締
役
に
西
村
市
長
が
選
任

さ
れ
た
。 

 

（
質
問
） 

新
会
社
の
体
制
づ
く
り
、
従
業

員
の
研
修
、
流
通
に
関
わ
る
販
売

網
の
構
築
に
つ
い
て
 

 

（
答
弁
） 

製
造
、
流
通
、
総
務
部
門
の
人

材
の
確
保
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
へ

衛
生
管
理
を
中
心
と
し
た
研
修
、

福
岡
グ
ラ
ノ
24
Ｋ
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を

招
い
て
の
商
品
企
画
研
修
、
元
気

ま
る
ご
と
工
房
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
研

修
の
実
施
。 

 

（
質
問
）　
 

市
長
の
決
意
、
今
後
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
 

　
 

（
答
弁
） 

新
会
社
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
特
性
を
生
か
し
、

売
れ
る
も
の
を
徹
底
的
に
追
求
し

市
が
前
面
に
で
て
、
安
全
安
心
の

徹
底
し
た
取
り
組
み
を
売
り
こ
ん
で

い
き
た
い
。 

第
三
セ
ク
タ
ー
の
有
利
な
状
況
に

甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
緊
張
感
を
も
っ

て
対
応
す
る
。 

　
 

（
質
問
） 

雇
用
見
込
み
に
つ
い
て
 

 

（
答
弁
） 

最
終
的
に
は
２
次
計
画
を
含
め

１
５
０
人
位
雇
用
は
確
保
し
た
い
。 



平成２１年２月号  広

報

 

小
川
豊
治
　
議
員
 

仲
田
　
強
　
議
員
 

  
１
　
本
市
の
観
光
振
興
と
案
内

標
識
の
整
備
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

観
光
客
数
と
消
費
額
は
 

 

（
答
弁
） 

18
年
は
75
万
４
千
人
、
19
年

は
76
万
８
千
人
と
な
っ
て
い
る
。
観

光
消
費
額
の
推
計
は
18
年
56
億

３
千
８
０
０
万
円
、
19
年
57
億
６

千
６
０
０
万
円
で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

「
花
、
人
、
土
佐
で
あ
い
博
」
の

効
果
と
分
析
 

 

（
答
弁
） 

本
市
で
実
施
さ
れ
た
地
域
イ
ベ
ン

ト
の
集
客
数
は
足
摺
き
ら
り
等
を

含
め
１
万
３
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
、

一
定
の
集
客
効
果
を
収
め
て
い
る
。 

 
（
質
問
） 

県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の

活
動
状
況
等
に
つ
い
て
 

 （
答
弁
） 

19
年
度
の
活
動
実
績
は
旅
行
業

者
等
へ
の
訪
問
件
数
５
１
７
件
。 

誘
致
実
績
は
24
業
者
で
バ
ス
１

２
９
台
、
４
千
４
６
８
人
、
本
市
で

宿
泊
者
数
は
２
千
３
６
１
人
と
な
っ

て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

市
内
で
合
宿
す
る
者
に
宿
泊
費

の
一
部
助
成
は
 

 

（
答
弁
） 

新
グ
ラ
ン
ド
の
完
成
も
見
込
ま
れ
、

合
宿
が
交
流
人
口
の
拡
大
に
も
つ
な

が
る
の
で
関
係
者
と
協
議
し
、
検

討
す
る
。 

 

（
質
問
） 

案
内
標
識
の
充
実
に
つ
い
て
 

 

（
答
弁
） 

道
路
側
帯
の
既
存
標
識
の
支
柱

を
活
用
し
情
報
提
供
等
の
看
板
設

置
を
検
討
し
て
お
り
、
道
路
管
理

者
と
協
議
が
整
え
ば
県
補
助
を
受

け
整
備
を
す
る
。 

 
２
　
市
の
活
性
化
と
人
口
増

対
策
 

 

（
質
問
） 

経
済
状
況
の
現
状
認
識
 

 

（
答
弁
） 

一
次
産
業
の
衰
退
と
後
継
者
不
足

等
が
経
済
の
打
撃
に
な
っ
て
い
る
。 

雇
用
の
場
の
確
保
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
。 

　
 

（
質
問
）　
 

移
住
対
策
、
実
績
と
今
後
の
方

策
は
 

 

（
答
弁
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
と
移

住
相
談
を
し
て
い
る
。 

今
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で
９
世
帯

12
人
が
移
住
し
て
お
り
、
今
後
、

都
市
で
開
催
さ
れ
る
相
談
等
の
参

加
や
移
住
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
な
ど
を
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

過
疎
法
の
期
限
後
に
つ
い
て
 

 

（
答
弁
） 

来
年
度
末
で
現
行
法
が
失
効
と

な
る
。 

過
疎
法
は
本
市
に
と
り
財
政
面

か
ら
も
特
に
重
要
な
法
で
あ
る
た
め
、

現
在
市
長
会
等
と
継
続
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
が
今
後
も
関
係
機

関
へ
の
働
き
か
け
や
地
方
６
団
体
と

の
連
携
の
も
と
新
法
が
施
行
さ
れ
る

よ
う
強
力
に
運
動
を
展
開
す
る
。 

      
   

  １
　
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
、
本
市

の
見
込
み
額
は
 

　
 

（
答
弁
） 

11
月
末
の
住
基
台
帳
で
、
１
万

７
千
１
１
９
人
の
２
億
７
千
４
３
７
万

２
千
円
と
見
込
ま
れ
る
。 

 

（
質
問
） 

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
 

 

（
答
弁
） 

社
会
保
障
制
度
等
の
国
民
の
不

安
を
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
経
済
・

消
費
の
拡
大
と
い
う
形
で
の
定
額
給

付
金
と
な
れ
ば
国
民
も
受
け
取
り

方
が
違
う
と
思
う
。 

　
 

（
質
問
） 

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
期
待
を
も
っ
て
い
る
か
 

　
 

（
答
弁
） 

２
億
７
千
４
０
０
万
円
と
い
う
も

の
が
市
民
の
手
に
わ
た
る
こ
と
は
、

本
市
の
消
費
に
与
え
る
影
響
は
少

な
く
な
い
。 

法
律
で
定
ま
れ
ば
、
混
乱
の
な
い

よ
う
受
け
取
っ
て
も
ら
い
消
費
し
て

も
ら
う
よ
う
に
す
る
の
が
市
と
し
て

の
当
然
の
努
め
だ
と
思
う
。 

 

（
質
問
） 

準
備
に
万
全
を
尽
く
し
た
体
制

づ
く
り
を
 

　
 

（
答
弁
） 

内
部
で
ど
こ
が
所
管
で
、
ど
れ
く

ら
い
の
体
制
が
必
要
か
は
検
討
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 
２
　
21
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て
 

 

（
質
問
） 

21
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
の

特
色
を
問
う
 

　
 

（
答
弁
） 

地
震
対
策
・
雇
用
・
高
齢
者
・

福
祉
・
少
子
化
対
策
に
積
極
的
な

予
算
編
成
を
考
え
て
お
り
、
規
模

と
し
て
は
、
大
岐
茶
屋
駄
場
の
事
業

分
を
差
し
引
け
ば
今
年
度
よ
り
若

干
マ
イ
ナ
ス
の
予
算
規
模
と
の
予
想
。 

 （
質
問
） 

地
方
交
付
税
と
市
税
減
収
の
見

込
み
は
 

 （
答
弁
） 

地
方
交
付
税
は
１
億
６
千
２
８
５

万
６
千
円
の
減
額
、
市
税
は
５
千
３５

万
３
千
円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
る
。 



平成２１年２月号  広

報

 

（
質
問
） 

退
職
債
の
状
況
を
問
う
　
 

 

（
答
弁
） 

17
年
度
借
入
額
は
、
３
億
３
千

２
０
０
万
円
で
15
年
払
い
、
18
年

度
借
入
額
は
２
億
９
１
０
万
円
で
15

年
払
い
、
19
年
度
は
、
２
億
７
千

５
８
０
万
円
で
10
年
払
い
と
な
っ
て

い
る
。 

 

（
質
問
） 

退
職
金
に
対
す
る
市
長
の
ビ
ジ

ョ
ン
は
 

 

（
答
弁
） 

原
則
と
し
て
予
算
に
お
い
て
、
定

年
退
職
者
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く

対
応
し
、
早
期
退
職
者
の
場
合
に

は
返
還
す
る
お
金
よ
り
も
人
件
費

が
減
る
分
大
き
い
と
い
う
こ
と
か
ら

退
職
債
を
借
り
て
も
財
政
運
営
か

ら
し
て
も
適
切
で
は
な
い
か
。 

今
後
の
予
算
執
行
の
中
で
借
り

ず
に
す
め
ば
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
）　
 

退
職
金
を
計
画
的
に
つ
く
る
べ

き
と
思
う
が
 

 

（
答
弁
） 

地
方
の
財
政
事
情
を
賄
う
と
い

う
国
の
方
針
が
続
け
ば
退
職
債
を

借
り
な
い
形
で
の
運
営
は
可
能
と
考

え
る
。 

      
         １

　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
の
構

築
と
消
防
体
制
の
拡
充
に
つ

い
て
 

 

（
質
問
） 

消
防
団
員
の
定
数
と
充
足
率
に

つ
い
て
 

 （
答
弁
） 

消
防
団
員
の
定
数
は
４
４
４
名
で

12
月
１
日
現
在
の
実
質
人
員
は
４

２
１
名
、
充
足
率
94
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

出
動
回
数
・
人
員
、
訓
練
回
数
・

人
員
、
効
果
、
危
険
な
出
動
は
 

 

（
答
弁
） 

本
年
は
台
風
の
上
陸
も
無
く
、

火
災
件
数
も
10
件
と
災
害
の
少
な

い
年
で
し
た
。 

出
動
回
数
は
火
災
10
件
・
行

方
不
明
捜
索
２
件
・
大
雨
被
害
１

件
・
合
計
13
件
で
３
７
７
人
。 

訓
練
に
つ
い
て
は
初
任
教
養
・
現

任
教
養
・
高
知
県
総
合
防
災
訓
練

等
総
計
３
５
１
人
。
　
　
 

危
険
な
出
動
は
本
年
は
な
し
。 

 

（
質
問
） 

装
備
の
充
実
に
つ
い
て
、
竜
串

部
の
消
防
車
は
運
転
席
・
後
部
座

席
と
も
ド
ア
が
な
い
。
緊
急
執
行

中
団
員
自
ら
落
下
の
危
険
が
あ
る
。

性
能
等
に
つ
い
て
問
う
。 

 

（
答
弁
） 

竜
串
部
の
消
防
車
に
つ
い
て
は
、

落
下
防
止
の
チ
ェ
ー
ン
等
は
装
着
し

て
い
る
が
、
走
行
中
の
団
員
の
安
全

を
考
え
る
と
、
現
在
の
ド
ア
付
消

防
車
に
更
新
を
図
っ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

市
民
・
消
防
団
員
等
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
古
い
順
に
消
防
車
は

買
い
替
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
長
の
所
見
は
 

 

（
答
弁
） 

消
防
の
方
か
ら
予
算
要
求
が
あ

れ
ば
検
討
す
る
。 

 

                   ２
　
足
摺
テ
ル
メ
の
経
営
状
態

等
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

９
月
議
会
に
お
い
て
近
々
テ
ル
メ

は
資
金
シ
ョ
ー
ト
の
恐
れ
が
あ
る
と

の
こ
と
で
、
議
論
続
出
の
上
５
０

０
万
円
の
追
加
貸
付
を
補
正
予
算

で
議
決
し
た
。 

そ
の
と
き
の
答
弁
に
よ
る
と
21

年
３
月
末
の
決
算
予
想
は
５
４
５

万
５
千
円
の
赤
字
予
想
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
変
化
は
な
い
か
 

 

（
答
弁
） 

本
年
11
月
ま
で
の
実
績
と
今
後

の
見
込
み
は
、
収
入
見
込
み
８
億
９

千
４
０
４
万
７
千
円
、
支
出
見
込
み

９
億
５
６
３
万
２
千
円
、
差
し
引
き

1
千
１
５
８
万
５
千
円
の
欠
損
金
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

毎
月
の
実
態
把
握
は
理
事
長
と

し
て
ど
の
様
に
し
て
把
握
し
て
い
る

の
か
 

　
 

（
答
弁
） 

毎
月
の
収
支
決
算
見
込
が
翌
月

の
10
日
か
ら
15
日
に
な
る
。 

そ
の
際
に
現
金
ベ
ー
ス
で
の
報
告

書
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

赤
字
の
大
幅
増
加
予
想
で
あ
る

が
理
事
会
で
の
検
討
結
果
に
つ
い
て

も
お
聞
き
し
た
い
。 

　
 

（
答
弁
） 

12
月
８
日
に
理
事
会
を
開
催
し
た
。 

テ
ル
メ
か
ら
の
経
営
状
況
の
報
告

で
は
５
０
０
万
円
の
追
加
借
り
入
れ

金
に
つ
い
て
は
、
８
月
の
収
入
増
と

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
故
障
に
よ

り
ヤ
ン
マ
ー
中
四
国
か
ら
電
気
代
（
６

０
９
万
８
千
円
）
の
補
償
を
受
け
シ

ョ
ー
ト
を
免
れ
て
い
る
。 

今
後
も
厳
し
い
現
実
を
ふ
ま
え
毎

月
役
員
会
を
開
催
し
、
対
策
を
検

討
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。 

 



平成２１年２月号  広

報

 

岡
林
喜
男
　
議
員
　
 

橋
本
敏
男
　
議
員
 

  
１
　
環
境
問
題
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

発
生
抑
制
・
再
利
用
・
再
生
利

用
３
運
動
の
必
要
性
を
問
う
 

 

（
答
弁
） 

環
境
へ
の
価
値
観
を
考
え
る
と
き
、

こ
の
運
動
に
対
す
る
必
要
性
は
時

代
の
要
求
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

不
用
品
を
市
内
で
循
環
さ
せ
て

再
使
用
を
推
進
す
る
為
に
は
、「
要

ら
な
い
人
」
と
「
ほ
し
い
人
」
を
つ

な
ぐ
拠
点
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
 

 

（
答
弁
） 

再
使
用
を
促
す
拠
点
創
り
は
必

要
で
あ
る
と
認
識
は
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
施
策
と
し
て
の
展
開
に
つ

い
て
は
住
民
と
の
協
働
が
不
可
欠
で

あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。 

 

（
質
問
）　
 

３
運
動
を
推
進
し
て
い
く
手
段

と
し
て
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
（
預
か
り
金
）

制
度
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

導
入
し
て
い
く
つ
も
り
は
な
い
か
 

 （
答
弁
） 

欧
米
な
ど
で
も
導
入
さ
れ
て
い
て
、

ご
み
減
量
対
策
と
し
て
は
最
も
効

果
の
あ
る
手
法
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
行
政
・
事
業
者
・
住
民
が

歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
絶
対

条
件
で
あ
り
、
条
件
整
備
を
し
な

が
ら
導
入
に
向
け
て
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

粗
大
ゴ
ミ
有
料
化
に
向
け
た
プ

ラ
ン
を
示
せ
 

 

（
答
弁
） 

粗
大
ゴ
ミ
有
料
化
は
時
代
の
要

請
で
あ
り
、
平
成
22
年
を
目
途
に

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 
２
　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
と

観
光
振
興
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

総
合
運
動
公
園
内
の
新
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
聞
く
 

 

（
答
弁
） 

現
在
は
市
長
部
局
が
管
理
し
て

い
る
が
、
来
年
度
か
ら
は
教
育
委

員
会
の
生
涯
学
習
課
に
所
管
さ
せ

る
つ
も
り
で
い
る
。 

 

（
質
問
） 

新
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活
用
戦
略
を

聞
く
 

 

（
答
弁
） 

と
に
か
く
施
設
の
稼
働
率
を
上

げ
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い
る
。 

そ
の
た
め
に
は
プ
ロ
・
社
会
人
・

大
学
な
ど
の
合
宿
誘
致
や
各
種
大

会
の
開
催
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
と
観
光

振
興
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

の
考
え
を
聞
く
 

 

（
答
弁
） 

本
市
の
基
本
戦
略
と
し
て
交
流

人
口
の
増
大
を
目
指
し
た
施
策
を

展
開
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

施
設
を
活
用
し
た
戦
略
展
開
は
大

い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

に
向
け
て
の
助
成
制
度
な
ど
の
行
政

整
備
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。 

 
３
　
教
育
問
題
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

市
長
提
唱
の
「
教
育
環
境
日
本

一
宣
言
」
を
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、
呼
応
し
て
い
く

の
か
 

 （
答
弁
） 

「
日
本
一
の
教
育
が
で
き
る
環
境
」

を
整
え
る
だ
け
の
財
政
出
動
は
担

保
さ
れ
や
す
い
も
の
と
考
え
て
い
る

の
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
市

長
の
意
気
込
み
に
答
え
る
教
育
戦

略
は
用
意
し
て
あ
る
。 

      
１
　
介
護
保
険
に
つ
い
て
　
 

 

（
質
問
） 

　「
介
護
ベ
ッ
ド
・
車
い
す
」
な

ど
、
３
人
に
２
人
の
福
祉
用
具
が

取
り
上
げ
ら
れ
怒
り
の
声
は
大
き

く
広
が
り
、
国
は
福
祉
用
具
貸
与

の
制
限
を
一
部
緩
和
し
た
。 

実
態
調
査
は
勿
論
、
介
護
保
険

認
定
調
査
員
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
・

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
と
の
連
携
、

意
見
交
換
の
場
の
充
実
を
図
り
、

国
の
緩
和
措
置
が
生
か
さ
れ
る
取

り
組
み
強
化
を
 

 

（
答
弁
） 

実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、
今
後
必

要
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

一
部
緩
和
に
つ
い
て
は
、
関
係
事

業
所
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
連
絡
協

議
会
で
も
周
知
・
説
明
を
行
い
、

連
携
を
図
っ
て
い
る
。 

今
後
に
お
い
て
も
、
緩
和
措
置

が
生
か
さ
れ
る
指
導
や
取
り
組
み

を
行
な
っ
て
い
く
。 

 
 

（
質
問
） 

新
予
防
給
付
で
は
、
国
も
是
正

を
求
め
る
文
書
「
個
別
の
利
用
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
に
つ

い
て
は
、
平
均
に
と
ら
わ
れ
て
画
一

的
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
個
別
の
利

用
者
の
状
況
等
に
応
じ
た
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
量
を
提
供
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。」
と
強
調
。
そ
し
て
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
も
と
よ
り
、

県
・
市
町
村
等
に
も
是
正
指
導
の

責
任
が
あ
る
」
と
す
る
『
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
上
の
留
意
事

項
に
つ
い
て
』
を
発
表
し
た
。 

そ
の
留
意
事
項
に
沿
っ
た
行
政

の
役
割
を
果
た
せ
 

 

（
答
弁
） 

留
意
事
項
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

の
立
場
に
立
っ
た
対
応
を
考
え
て
い

き
た
い
。 

 

（
質
問
） 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体

制
整
備
強
化
に
力
を
尽
く
せ
 

 

（
答
弁
） 

社
会
福
祉
協
議
会
と
十
分
な
連

携
を
図
っ
て
い
る
。 

そ
ち
ら
か
ら
の
提
案
が
あ
れ
ば
前

向
き
に
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

特
に
利
用
者
に
迷
惑
を
か
け
る

よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と

思
っ
て
い
る
。 

 



平成２１年２月号  広

報

 

■
委
員
長
報
告
（
要
旨
） 

■
行
　
政
　
視
　
察
 

お
知
ら
せ
 

○
土
佐
清
水
市
 

　
　
　
教
育
委
員
会
委
員
 

竹
葉
　
秀
三
　
氏（
下
川
口
）再
任
 

山
脇
　
順
子
　
氏（
布
）再
任
 

岩
井
　
修
三
　
氏（
下
川
口
）新
任
 

 人
事
案
件
と
し
て
提
案
さ
れ
、 

そ
れ
ぞ
れ
同
意
し
ま
し
た
。
 

 

    
○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
 

３
日
間
に
わ
た
る
委
員
会
審
査
の

中
で
、
保
育
料
・
住
宅
使
用
料
や

奨
学
資
金
貸
付
金
等
の
収
入
未
済

額
に
つ
い
て
、
各
担
当
課
は
そ
れ
ぞ

れ
督
促
、
催
告
文
の
送
付
、
訪
宅

等
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
す
る

も
の
の
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
や

抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
執

行
部
へ
要
請
い
た
し
ま
し
た
。 

各
所
管
課
の
委
託
料
、
補
助
金

全
般
に
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
の
把

握
や
実
績
報
告
の
提
出
に
よ
る
適

正
な
執
行
を
要
請
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
一
部
の
科
目
で
流
用
件
数

の
多
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

財
政
担
当
課
か
ら
指
導
す
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。 

今
回
の
審
査
を
通
じ
、
資
料
の

不
備
等
に
よ
る
十
分
な
説
明
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

前
年
度
分
の
事
務
事
業
の
た
め
、

人
事
異
動
に
よ
る
内
容
把
握
の
不

十
分
な
こ
と
も
一
定
理
解
で
き
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
委

員
会
審
査
に
あ
た
っ
て
は
資
料
の
整

理
と
明
確
な
説
明
が
で
き
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。 

以
上
の
よ
う
な
意
見
を
付
し
て
、

当
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
議

案
第
43
号
「
平
成
19
年
度
土
佐

清
水
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
」
か
ら
議
案
第
48

号
「
平
成
19
年
度
土
佐
清
水
市

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
ま

で
の
一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
認

定
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

     
 ○

総
務
文
教
常
任
委
員
会
 

　
10
月
14
日
〜
16
日
 

　
　
　
栃
木
県
足
利
市
 

　
　
　
群
馬
県
太
田
市
 

 足
利
市
は
、
教
育
文
化
振
興
策

と
し
て
、
民
間
か
ら
委
員
を
委
嘱

す
る
学
校
評
議
員
設
置
事
業
や
「
英

会
話
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
一

環
と
し
て
の
英
会
話
教
育
特
区
の

取
り
組
み
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
育
成
を
目
的
に
日
本
最
古

の
史
跡
足
利
学
校
で
「
論
語
素
読

体
験
」
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

太
田
市
は
、
市
税
の
１
％
相
当

を
財
源
に
、「
地
域
が
考
え
行
動
し

汗
を
流
す
」
行
政
と
住
民
の
協
働

事
業
と
し
て
１
％
ま
ち
づ
く
り
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
事
業
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
が
図
ら
れ
た
り
、

太
田
市
の
財
政
に
つ
い
て
も
平
成
19

年
度
は
、
約
４
億
円
の
削
減
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

足
利
市
の
教
育
及
び
文
化
の
推

進
並
び
に
、
太
田
市
の
１
％
ま
ち
づ

く
り
事
業
の
施
策
等
を
、
今
後
の

本
市
の
教
育
行
政
及
び
行
財
政
の

運
営
に
生
か
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 

           
    ○

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
 

　
11
月
18
日
〜
20
日
 

　
　
　
石
川
県
七
尾
市
 

　
　
　
石
川
県
羽
咋
市
 

 七
尾
市
・
羽
咋
市
と
も
人
口
の

減
少
や
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、

さ
ら
に
全
国
的
な
景
気
低
迷
の
影

響
を
受
け
て
地
域
産
業
の
振
興
に

苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
羽
咋
市
で
は
、
神
子
原
米
を

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
駆
使
し
て
徹
底

的
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
お
り
、

ま
た
七
尾
市
は
専
門
化
を
交
え
、

産
業
分
析
を
行
い
具
体
的
に
「
こ

れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
」「
わ
か
っ
た
こ

と
に
」「
次
に
や
る
こ
と
」
を
示
し

て
経
済
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
取
組
は
専
門
知
識
も

必
要
で
す
が
、
両
市
と
も
一
人
の
リ

ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地
域
振
興
・

活
性
化
に
向
け
誠
意
と
熱
意
を
も

っ
た
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
こ
の

取
り
組
み
が
住
民
の
信
頼
を
得
て
、

好
結
果
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。 

両
市
の
取
組
は
本
市
の
地
域
振
興
・

活
性
化
に
大
い
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。 

 

栃木県足利市の行政視察 

石川県七尾市の行政視察 

２
　
足
摺
テ
ル
メ
に
つ
い
て
 

 

（
質
問
） 

従
業
員
の
職
場
確
保
を
 

 

（
答
弁
） 

雇
用
を
是
非
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
条
件
を
付
け
て
指
定
管
理

の
公
募
を
し
た
。 

こ
れ
が
こ
ち
ら
の
で
き
る
ぎ
り
ぎ

り
の
提
案
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

健
康
増
進
施
設
で
あ
る
温
浴
施

設
の
活
用
を
図
れ
 

 

（
答
弁
） 

年
間
４
千
万
円
の
赤
字
を
出
す

と
い
う
、
今
の
利
用
状
況
を
考
え

た
と
き
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ

ん
に
負
担
を
お
願
い
で
き
る
の
か
な

ど
、
全
体
的
な
市
政
の
運
用
か
ら

す
れ
ば
一
定
の
判
断
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
理
解
も
し
て
い
た
だ

け
る
と
思
っ
て
い
る
。 
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○市議会を傍聴してみませんか。 

　開催日程など詳細は、事前に議会事務局

（TEL82－1112）までお問い合わせくだ

さい。 

○次回の開会予定は３月上旬です。 

　日程が決まり次第、防災行政無線でお知

らせいたします。 

市
民
の
皆
様
方
に
は
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

昨
年
は
過
去
に
見
ら
れ
な
い
急
激
な
経

済
不
況
が
深
刻
と
な
り
雇
用
不
安
な
ど

増
大
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
燃
油

の
高
騰
に
よ
り
漁
業
、農
業
を
は
じ
め

大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
皆
様
の

不
断
の
努
力
で
大
き
な
混
乱
も
な
く
過

ご
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ま
す
。
 

本
年
は
土
佐
清
水
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
発
足
に
な
り
ま
す
が
食
に
か
か

わ
る
安
全
性
が
問
わ
れ
て
い
る
中
、新
鮮

で
安
全
な
食
材
の
供
給
が
で
き
、そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
市
民
経
済
の
発
展
を
望
む

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

市
議
会
と
し
ま
し
て
も
市
民
生
活
の

安
定
を
基
本
に
よ
り
開
か
れ
た
議
会
運

営
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、議
会
だ

よ
り
を
は
じ
め
と
し
て
皆
様
の
ご
意
見

を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
　
　
 

本
年
も
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
 

 

編
集
委
員
長
　
小
川
豊
治
 

編
集
後
記
 

 土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り
 

編

集

委

員

会

 

　
小
川
　
豊
治
 

橋
本
　
敏
男
 

岡
　
　
宣
男
 

仲
田
　
　
強
 

武
藤
　
　
清
 

岡
林
　
幹
造
 

７日 

 

１４日 

１７日 

 

１８日 

２１日 

 

２７日 

 

３日 

４日 

５日 

１０日 

１２日 

１３日 

１４日 

１８日 

１９日 

 

２１日 

２７日 

２８日 

８日 

９日 

１９日 

１０月 

 

１１月 

 

１２月 

 

議会だより編集委員会 

第２回土佐清水ジョン万祭り開会式典・記念レセプション 

総務文教常任委員会（１４～１６日／平成１９年度決算審査） 

議会運営委員会 

議会だより編集委員会 

第３３回土佐清水市高齢者体育大会 

第３１回四国西南地域市議会議長懇談会定期総会（宿毛市） 

高知県後期高齢者医療広域連合議会第５回定例会（高知市） 

第５９回四国市議会議長会理事会（松山市） 

清水警察署の存続を求める会 

平成２０年度土佐清水市表彰式 

平成２０年１１月幡多広域市町村圏事務組合議会定例会（四万十市） 

幡多三市議会議員研修会（四万十市） 

議会運営委員会 

総務文教常任委員会行政視察（１２～１４日／栃木県足利市・群馬県太田市） 

産業厚生常任委員会 

全国市議会議長会第８５回評議員会（東京都） 

産業厚生常任委員会行政視察（１８日～１９日／石川県七尾市・羽咋市） 

総務文教常任委員会 

清水警察署の存続を求める会と県警本部長との協議 

産業厚生常任委員会 

議会運営委員会行政視察（２７日～２８日／徳島県小松島市・鳴門市） 

議会運営委員会 

議会運営委員会 

１２月定例会開会 

１２月定例会閉会 

議会日誌 
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募 集 

市臨時職員の登録募集 特別養護老人ホームしおさい 
　　臨時・パート介護職員募集 

予 備 自 衛 官 補 募 集  

特別養護老人ホームしおさい 　（82）8319

自衛隊四万十地域事務所 　0880（35）3096 

勤務内容：しおさい入園者の介護全般  
資 格 等：介護福祉士または2級ヘルパー取得者で、
　　　　　概ね45歳まで。 
就業時間：午前9時15分～午後6時（休憩時間:60分）　
　　　※パート介護職員の勤務時間は相談に応じます。 
賃　　金：7,100円／日  
募集人員：若干名 
受付期間：随時受付  
申込方法：履歴書を「しおさい」まで提出してください。 

　予備自衛官補とは、主として自衛隊未経験者を予
備自衛官補として採用し、所定の教育訓練を経た後、
予備自衛官として任用する制度です。 

　予備自衛官とは、普段は社会人として仕事をしながら、
定期的に訓練を受け、有事の際には招集命令により出頭し、
自衛官となって、必要な後方の警備や後方支援又は国民
の保護のための措置等の任務にあたります。また、災害時
に必要と認められる場合には、災害招集命令により出頭し、
自衛官となり災害救助活動等に従事します。 

予備自衛官補応募資格 
　　　　　　　　　（一般及び技能による採用があります） 
（1）一般採用：日本国籍を有し18歳以上、34歳未満の者 
　　　　　　　　　　　　　（資格等は必要ありません） 
（2）技能採用：日本国籍を有し18歳以上で、保有する

技能・資格に応じて53歳～55歳未満 
　（各資格免許等細部等級については下記連絡先まで） 

予備自衛官補から予備自衛官への任用 
（1）一般採用：3年間で50日の教育訓練を修了の翌日に

陸上予備自衛官として任用されます。 
（2）技能採用：2年間で10日の教育訓練を修了の翌日に

陸上予備自衛官として任用されます。 

手　当 
（1）教育訓練招集手当：（教育訓練参加日数分支給）         
　　　　　　　予備自衛官補 日額 7,900円 
　　　　　　　予備自衛官　 日額 8,100円 
（2）教育訓練招集旅費：教育訓練出頭のための往復旅
　　　　　　　　　　　費が支給されます。 

受付・試験日 
（1）受付期限：平成21年4月13日（月） 
（2）試験期日：平成21年4月18日（土）～4月20日（月） 
　　　　　　　　　　　　（いずれか1日を指定されます） 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
市役所総務課 人事係 　（82）1111内線213 
〒787-0392 土佐清水市天神町11番2号 

　土佐清水市では、業務の繁忙期などで一時的に人員
が必要になった場合に臨時職員を任用しております。
この登録制度は、あらかじめ登録いただいた中から条
件に合う方を採用させていただくためのものです。 
　ご応募お待ちしております。 
　登録募集職種と内容は次のとおりです 

夜間警備員の募集 
勤務場所：特別養護老人ホーム しおさい 
勤務時間：午後5時～翌日午前8時30分 
勤務日数：約15日／月 
募集人数：1名 
契約期間：平成21年4月1日～平成22年3月31日 
受付期間：2月2日～2月17日 午前9時～午後5時まで 
            　 　（正午～午後1時及び土日祝日は除く） 
応募資格：市内在住の65歳以下の方 
応募方法：履歴書（写真付）及び志望理由書（400字詰め

原稿用紙2枚以内）を市役所総務課人事係ま
で郵送または持参してください。 

             後日、面接日のご案内をします。 

雇用期間：6か月以内（6か月延長の場合があります） 
受付期間：随時受付 
申込方法：履歴書又は登録申込書（市役所･各市民セン

ターにあります）を市役所総務課人事係ま
で提出してください。 

※採用については、各部署で人員が必要になった場合
に、その都度登録いただいた方に勤務条件等を照会
のうえ決定します。 

職　種 
一般事務職 

保育士 

保健師 

 

介護員 

 

看護師 

調理師 

6,700円/日 

7,100円/日 

10,000円/日 

 

7,100円/日 

 

9,600円/日 

7,100円/日 

事務職員の補助 

園児の保育 

保健師業務  

しおさい入所者 
の介護 
 

しおさい入所者 
の看護 

保育所及び 
しおさいの調理 

無  

保育士資格 

保健師資格 

介護福祉士または2級 
ヘルパー取得者で夜間 
勤務(月数回)可能な方 

正看護師または 
準看護師資格   

調理師資格 

賃　金 勤務内容 資格等 

～入園者と ともに笑顔で～ 
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お知らせ 

 中村公証役場 　0880（34）1728
 清水警察署 　（８２）０１１０ 

              
       
      

 ☆お申し込み･お問い合わせ☆ 
中央公民館 　（82）0472

☆お申し込み･お問い合わせ☆ 
土佐清水市観光協会 　（82）3155 

市観光課 　（82）1212

平成20年度 公民館サークル文化展 
　中央公民館では、1年間を通じて、独自性、自主
性を尊重しながらお互いの親睦を図り、文化をより
豊かに発展させるため、絵画や陶芸･パッチワーク･
俳句等のサークル活動を行っています。 
　その成果を、今年も発表・展示します。 
　期　間：2月13日（金）～15日（日）＜入場無料＞ 
　時　間：午前9時～午後5時（最終日は午後3時まで）
　場　所：中央公民館 

　豪快に黒潮が踊る足摺岬、先端に立つ白亜の灯台と
その周りを彩る椿、2月は足摺岬が美しい時季です。 
　『遍路道』や『椿のトンネル』などの自然豊かな足
摺路を歩くコースになっています。皆さま是非ご参加
ください。 
開催日時：2月14日（土）午前　9時スタート（20km･30km）          
　　　　　　　　　　　　　（※受付:午前8時20分～） 
　　　　　　　　　　 午前 10時スタート（10km） 
　　　　　  15日（日）午前 8時スタート                          
　　　　　　　　　　　　　　　（7km･14km･25km） 
　　　　  （各スタートの30分前から受付開始します） 
 受付場所：足摺岬小学校校庭 
 参 加 費：1,000円（小学生以下無料） 

 日　　時：2月13日（金）　受　付：午後1時30分～              
　　　　　　　　　　　  スタート：午後2時                        
 受付場所：爪白園地                                                     
 参 加 費：1,000円 

フォトジャーナリストが見た遍路道 

写真展と講演会 

せっかくウォーク（竜串海中公園地区を歩きます） 

 開催日時：2月14日（土）午後7時頃開始（予定）                  
 会　　場：足摺岬小学校                                               
 参 加 費：1,000円 

参加者交流会 

　本市出身のフォトジャーナリスト 中村 紘さんが
撮影した遍路道（下ノ加江の真念庵から足摺岬の金
剛福寺に至る）の写真展と講演会を開催します。 
　期　間：2月13日（金）～15日（日） 
　時　間：午前9時～午後5時(最終日は午後3時まで）
　場　所：中央公民館（サークル文化展と同会場） 

平成20年度 市民教室 健康体操教室 

日曜･遺言等公証法律相談 

　100歳まで元気で過ごしましょう。 
　転倒予防体操です。 
　日　時：2月16日・3月2日・9日（いずれも月曜日）
　　　　午後1時30分～2時30分 
　場　所：下ノ加江市民センター 
　講　師：井元 悦子 先生（トレーニング指導士） 
　対象者：市内在住の成人（定員30名） 
　受講料：無 料 
　締切日：2月9日（月） 
　申込先：下ノ加江市民センター　（84）0001または 
　　　　　中央公民館まで 

相 談 日：2月22日（第4日曜日） 
時　　間：午前9時から午後5時頃まで（1組約50分） 
場　　所：中村公証役場（四万十市中村大橋通6丁目 

　　　　　　　3番7号第一とらやビル4階） 
担 当 者：高知地方法務局所属 中村公証役場公証人 
相談内容：遺言のほか、相続、金銭･不動産の貸借、

離婚に伴う養育料･財産分与･年金分割、
高齢者等の財産管理など 

※予約制（平日に事前に電話で予約してください）相談
　は無料 ･秘密厳守です。お気軽にご相談ください。 

フォトジャーナリストが見た遍路道 講演会 
　日　時：2月14日（土）午後2時～3時 
　場　所：市民図書館 視聴覚室 
※駐車場は中央公民館駐車場･市役所駐車場をご利
　用ください。 

第4回 高知県ウォーキング協会・四国マーチングリーグ加盟大会 

花へんろ足摺温泉ジョン万ウォーク 

銃刀法改正 平成21年1月5日 法律施行 

　平成21年1月5日から刃渡り
5.5cm以上の剣（ダガーナイフなど
上の図のような両側に刃がついた
刃物）は所持が禁止されています。 
　所持している方は、平成21年7
月4日までに警察に処分を依頼す
るなどの措置をお願いします。 
（平成21年1月5日以降に刃渡り
5.5cm以上の剣を手に入れると不
法所持になり、罪に問われます。） 

多くの皆さまのご参加をお待ちしています。 
 

＜入場無料＞ 
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図書館コーナー 文化会館コーナー 

がんばれラストスパート！ 読書王 

　日　時：2月15日（日） 
 　　　　　上映 ①午前10時 ②午後2時 ③午後5時 
　場　所：市民文化会館 
　入場料：前売券　親子2,000円（当日：2,500円）                  
　　　　　　　　　一般1,300円（当日：1,800円）                  
　　　　　　　中学生以下800円（当日：1,000円）                  
　　　　　  　※３歳以上 
　主　催：NPOとさしみず 
　共　催：土佐清水市教育委員会・TOHOシネマズ高知 

 ☆お問い合わせ・お申し込み☆ 
市民図書館 　（82）4151

☆チケットのご予約・お問い合わせ☆ 
市民文化会館 　（82）3300

　20年度の読書王は、3月10日（火）に終了します。 
　この日までに借りた本で金バッジを取った小学生に
は、バッジホルダーを進呈します。 
　読書王を目指してがんばってください。 

平成21年度 読書王バッジデザイン募集 
　4月からまた新しい読書王がはじまります。 
　小学生の皆さん、今年もバッジのデザインをふるっ
て応募して下さい。 
　採用者には図書カードをプレゼントします。 
　応募期間：2月5日（木）～2月18日（水） 
　対　　象：市内小学生 
☆各小学校に応募用紙を配ります。 
　学校、または図書館の応募箱に入れてください。 

わくわく文化教室 
　　　クリアキャンドル作り教室 
　貝殻が浮かぶ透明なキャンドルを作って冬を楽しもう！ 
　日　　時：2月8日（日）午前10時～12時 
　場　　所：公民館3階大ホール 
　対　　象：小学生とその保護者10組（申込み順） 
　参 加 費：無料 
　用意するもの：軍手 
☆参加希望者は市民図書館までお申し込みください。 

出前クラシックコンサート2008 in こうち 

弦楽四重奏 わくわく♪カルテット 
　　　　　　　　ふふふコンサート 

国内外で活躍する新進気鋭のアーティストによる 
弦楽四重奏のクラシックコンサート！ 
　日　時：2月22日（日）開演 午後2時 
　場　所：市民文化会館 
　入場料：500円 
　主　催：NPOとさしみず 
　共　催：（財）地域創造･（財）高知県文化財･高知県･ 
             高知県立美術館･土佐清水市教育委員会 

本の展示 裁判員制度を知ろう 
　5月21日からスタートする裁判員制度について、学び･
考える本の展示。 
　期　　間：2月1日（日）～2月19日（木） 

特別図書整理週間のお知らせとお願い 
　2月20日（金）～2月27日（金）は、所蔵資料の総点検
のため休館します。 
　延滞図書･ビデオ等お持ちの方は2月19日（木）までに
返却をお願いします。 

2月の移動図書館 巡回予定のお知らせ 
　　　　　　　　　（区長場分のみ掲載しています） 
　次の日程で巡回しています。本館で借りた本の返
却もできますのでぜひご利用ください。 
※本館とは別に8冊まで借りることができます。 
 2月10日（火）上野区長場　　　　   11:00～11:15 
 2月12日（木）津呂区長場　　　   　10:55～11:20 
 2月13日（金）貝ノ川浦（漁港付近） 10:50～11:10 
　　　　　　　三崎浦区長場　　　　11:30～11:55 
 2月16日（月）足摺岬区長場　　　   13:00～13:40 
　　　　　　　大浜区長場　　　　   14:55～15:10 
　　　　　　　中浜区長場　　　　   15:20～15:50 
 2月17日（火）長   笹　　　　　　　11:45～12:00 
　　　　　　　下   浦（漁港内）　  　14:15～14:30 
　2月19日（木）大岐福祉センター　　  15:30～15:45 
※天候により日程が変更になる場合があります。 
　場所がわからない時はお問い合わせください。 

映  画 

ヴァイオリン 

高瀬真由子 

ヴァイオリン 

栗山 奈津 

ヴィオラ 

金井 ゆみ 

チェロ 

向井 航 
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税務コーナー 

市県民税･国保税等の面接相談 

☆お問い合わせ☆ 
税務課 市民税係 　（82）1111内線258

平成21年度 

～申告は3月16日(月)までに～ 申告で納得できる納税を!

【申告のとき必要なもの】 

【面接相談日程】 
　平成21年度の市県民税･国保税等の面接相談を次の
日程で行います。申告は個人単位ですので、所得を有
する方はそれぞれ申告してください。  
　この面接相談は、皆さまに納得していただける所得
決定と、それに基づく市税などの納税をスムーズに行
うために実施していますので、ぜひご利用ください。 

　所得が無かった場合でもそ
の旨の申告をお願いします。
もし無申告ですと市の各種サ
ービスがスムーズに受けられ
なかったり、低所得者に対す
る国保税等の軽減が受けられ
ないといった不利益が生じる
ことにもなりかねません。 

　当日都合の悪い場合は、市役所税務課窓口で随時面
接相談を行っていますので、3月16日(月)までに必ず申
告をお願いします。 

印　鑑 認印でかまいません 

給与所得のある方 源泉徴収票または給与支払証明書 

公的年金等収入のある方 源泉徴収票 

個人年金や生命保険の満期がある 
場合 

a. 生命保険、地震保険等の 
　控除証明書 

b. 小規模企業共済等掛金、国民健 
　康保険税の領収書・国民年金保 
　険料等の控除証明書 

前年中に支払った次のもの 

医療費控除を受ける場合 

障害者控除を受ける場合 

その証明書 

前年中に支払った医療費の領収書 

と、医療費が保険で補てんされた 

場合は、その金額のわかるもの 

障害者手帳や療育手帳など 

税務課市民税係までご相談ください 

寄附金控除を受ける場合 
（寄附額が5,000円を超えているこ 
とが条件） 

風水害、火災、盗難などの災害で 
資産に被害を受け、雑損控除を受 
ける方 

寄附金の内容、額のわかる領収書 

や証明書 

営業、農業、不動産所得のある方 収入と経費のわかる帳簿、領収書 

大　津 

貝ノ川郷･横峯･ 

歯朶ノ浦･藤ノ川･ 

鳥渕･鉾ノ平 

貝ノ川浦 

宗呂上･坂井･有永 

･珠々玉･木ノ川 

宗呂下 

爪　白 

平ノ段 

上　野 

斧　積 

下益野 

下川口郷･下川口浦･ 

片粕･松山 

三崎浦･下ノ段･ 

竜串･浜益野 

立　石 

久百  々

東谷・布郷･布浦 

下浦･船場･小方･ 

長野･大川内･鍵掛 

市野瀬 

市野々･大八 

大　岐 

以布利 

窪　津 

津　呂 

足摺岬 

大　浜 

松　尾 

 
市街地･市内全域 

中　浜 

加久見･加久見新町･ 

加久見入沢町･横道 

 
グリーンハイツ 

大津公民館 

 

貝ノ川郷集会所 

 

貝ノ川浦区長場 

宗呂上区長場 

 
宗呂下区長場 

爪白区長場 

平ノ段区長場 

上野区長場 

斧積区長場 

下益野区長場 

下川口市民センター 

 

三崎市民センター 

 
立石集会所 

久百々公会堂 

布漁民センター 

下ノ加江市民センター 

 
市野瀬集会所 

市野々集会所 

大岐福祉センター 

以布利漁民センター 

窪津漁協2階会議室 

津呂区長場 

足摺岬区長場 

大浜区長場 

松尾区長場 

市役所2階第1会議室 

 
中浜会館 

加久見公会堂 
 

グリーンハイツ 
集会所 

午前9：30～11：30 

 

午後1：00～  3：00 

 

午後3：30～  4：00 

午前10：00～11：30 

 
午後1：00～  3：00 

午前9：30～11：30 

午後1：00～  3：30 

午前10：00～11：30 

午後1：00～  3：00 

午前10：00～11：30 

午後1：00～午後4：00 

 

午前9：30～午後4：00 

 
午前9：30～11：00 

午前10：00～11：00 

午後1：00～  4：00 

午前9：00～午後4：00 

 
午前10：30～11：30 

午後1：00～  2：30 

午前9：00～11：30 

午後1：00～  3：00 

午前9：30～午後3：00 

午前10：00～11：30 

午後1：00～  3：00 

午前10：00～11：30 

午後1：00～  3：00 

午前9：00～午後4：00 

 
午前10：00～午後3：00 

午前9：30～11：30 
 

午後1：30～  3：00

月　日 曜 対　象　地　区 場　　所 時　　間 

16

17

18

19

20

2
　
　
月 

3
　
　
月 

23

24

25

26

27

2

3

4

5

6

9

10

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 
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税務コーナー 

☆お問い合わせ☆ 
税務課 市民税係 　（82）1111内線258

　介護保険サービスを利用されている方は、確定申告（所
得税）･市県民税などの申告の際、次のような控除を受け
られます。 

　要介護認定を受けられた65歳以上の方で、要介護4の
方は普通障害者、要介護5の方は特別障害者として障害
者控除の対象となります。 
※確定申告の際は、市健康推進課介護保険係が発行する
　認定証が必要です。　（82）1111内線233 
※市県民税の申告の際は、市税務課市民税係の面接担当
　者に介護保険被保険者証を提示してください。 

障害者控除 

　施設に入所、または在宅サービスを利用されている
方が負担している費用のなかに、医療費控除に該当す
るサービス料がありますので、領収書を添えて申告し
てください。認められる医療費から一定の金額を差し
引いた分が控除対象となります。 

①平成19年3月31日以前に取得した減価償却資産について
　は、必要経費の累計額が償却可能限度額まで達してい
　る場合には、翌年分以降に次の算式により1円まで償却
　を行うこととなりました。 
【算式】（償却可能限度額） 
　償却費の額＝（取得価額－取得価額の95％相当額－1円）÷5 
 　※年の途中で事業の用に供した場合などには、「本年中に
　　　 事業に使用していた月数/12」を乗じます。 
  ②平成19年4月1日以後に取得した減価償却資産については、
　償却可能限度額(取得価額の95％相当額)と残存価額が廃
　止され、当該資産の取得価額に耐用年数に応じた「定
　額法の償却率」を乗じた額を各年分の償却費の額とし
　て必要経費に算入し、耐用年数経過時点で1円まで償却
　することとなりました。 
 【算式 】（新たな償却方法） 
 償却費の額＝取得価額×定額法の償却率 
 　※年の途中で事業の用に供した場合などには、「本年中に
　　　 事業に使用していた月数/12」を乗じます。 

医療費控除 

介護保険サービスを利用されている皆さんへ 平成20年分 確定申告・納税相談 

個人事業主の皆さんへ 
  減価償却制度が平成21年度分市県民税 
　　(平成20年分所得税)の申告から変わります 

中村税務署  　 0880（35）2135

　所得税や個人事業者の消費税・地方消費税の確定
申告期限が近づいてきました。この時期、税務署は
大変混み合いますので余裕をもってお早めにお済ま
せください。 
 　所得税：2月16 日（月）～3月16日（月）まで 
 　消費税･地方消費税：3月31日（火）まで 
 ※還付申告をされる方には自書申
　　告をお勧めしています。 
　　申告書の提出はe-Taxまたは郵送
　　等でも可能です。還付金の受け
　　取りは便利な口座振込をご利用
　　ください。 

　国税庁のホームページ「確定申告書等作成コーナー」
から直接電子申告ができます。3月16日（月）までは、
24時間e-Taxのご利用が可能です。 
 ・ホームページhttp://www.e-tax.nta.go.jpから簡単申告 
 ・最高5,000円の税額控除 
　　　　（平成19年分の申告で本控除を受けた方は対象外） 
 ・添付書類が提出不要 
 ・還付金がスピーディー（3週間程度に短縮） 

国税電子申告・納税システム（e-Tax） 

　金融機関の預貯金口座から振替納税することがで
き、うっかり納期限を忘れてしまうこともなく大変
便利です。新たに振替納税を希望される場合は、税
務署または預貯金先の金融機関に「預貯金口座振替
依頼書」を提出してください。 

所得税や個人事業者の消費税(地方消費税を含む) 
　　の納税には、振替納税制度をご利用ください 

 納期限：３月２日（月） 
納期内の納入にご協力ください。 

 納期限 までに納付しない場合は、納期日までの日数に応 
じた延滞金を加算して納付しなければなりません。 

国 民 健 康 保 険 税  
後期高齢者医療保険料 
介 護 保 険 料  

（第8期分） 
（第8期分） 
（第8期分） 

2月の納税・納付 
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国民年金保険料の納付は 
　 ｢口座振替｣による前納がお得です 

月々の納付も口座振替の｢早割｣ならお得です 

口座振替のお申し込みは… 

クレジットカード納付について 

　人と関わるボランティア活動の場面ではコミュニ
ケーション力が必要です。 
 相手の話を心を込めて聴くことで不安を安らげる
『傾聴』の技術は、日常の生活でも役立ちます。 
 皆さんお誘い合わせのうえご参加ください。 
 日　時：2月12日（木）午後1時30分～3時30分 
 場　所：社会福祉センター3階 大会議室 
 講　師：高知県社会福祉協議会　三橋 択実 氏 
※参加費：無 料 

　1年前納（4月～翌年3月分）および6カ月前納（4月～
9月･10月～翌年3月分）は､｢口座振替｣をご利用いただ
くと納付書（現金）で前納するよりも割引額が高く、さ
らにお得になります。 

　年金手帳または納付書、預貯金通帳、届出印を持っ
て金融機関や郵便局、または幡多社会保険事務所ま
でお申し込みください（金融機関でのお申し込みは2
月末日までにお願いします）。なお､口座振替による1
年前納および6カ月前納（4月～9月分）は､4月末日の引
き落としとなります。 
※すでに口座振替で前納をされている方は、改めて
　お申し込みいただく必要はありません。 
  
 
　クレジットカード納付は被保険者ご自身から事前
にお申し込みいただき、毎月振替されるもので、カー
ドを提示され直接納付いただく方法ではありません。 
 クレジットカード納付をご希望の場合は、社会保
険事務所にお申し込みください。 
 なお、クレジット納付では口座振替による毎月振
替【早割】は適用されません。また、6カ月前納・1
年前納の割引額は現金納付の割引額となります。 

　同じ体験をされた方々が安心して胸のうちを語る、
分かち合いのための集いです。 
 あなたの抱えている悲しみ、痛み、怒り･･･その
想いを話しませんか。話したくないときは聴いてい
るだけでもかまいません。 
　日 時：毎月第3木曜日　午後2時～4時 
　場 所：高知県立精神保健福祉センター 第一会議室 
         　（高知市丸ノ内2-4-1） 
※事前の申し込みは不要です。直接会場にお越しください。 

年金コーナー 健康･福祉コーナー 

地域包括支援センター  　（83）0233

土佐清水市ボランティアセンター  　（82）3500

高知県障害保健福祉課  　 088（823）9669

大切な家族を自死で亡くされた皆さまへ 

認知症予防講演会  

傾聴ボランティア講座 

自死遺族の集い  

～いつまでもいきいきと暮らすために～ 

日　 時：2月14日（土） 午後1時30分 
場　 所：社会福祉センター3階 大会議室 
演　 題：「認知症と予防～ボケないためにできること～」 
講　  師：高知大学医学部神経精神医学教室 
                                 　　　上村 直人 先生 

　高齢化社会を迎え、土佐清水市でも
認知症に悩む家族や当事者が増えてい
る状況にあります。 
　一人でも多くの方に認知症の予防方
法、対応方法を知ってもうらうため、
認知症予防講演会を開催します。高齢
の方だけでなく、たくさんの皆さんの
参加をお願いします。 

※参加費：無 料 
 【個別相談】 
 物忘れや問題行動が出現して、どのように対応す
　れば良いのか困っている介護者の方には個別相談
　も受付ますので、事前にご連絡ください。 

　口座振替による毎月納付
の場合、通常の振替日は翌月
末ですが、当月末振替の｢早割｣
をご利用いただくと、保険料
が割引となりお得です。 

☆お問い合わせ☆ 
 幡多社会保険事務所 　0880（34）1616 
 市民課 年金係 　（82）1111 内線255

　88-0301
国民宿舎 

足摺テルメ 

国民宿舎 足摺テルメより お知らせ 
　平成21年度から、足摺テルメは全国公募で選ばれた 
指定管理者により運営される事となりました。 
　現在発行の「温泉施設利用回数券」は、平成21年4月1日 
以降は使用できなくなります。 
　お手持ちの回数券がございましたら、平成21年3月31日
までにご使用くださいますようお願い申し上げます。 
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高齢者住宅「あんきな家」4月から開設 

ひとりで悩んでいませんか？ 
お気軽にご相談ください。 

精神科医師による 心の健康相談 

相談医：精神科嘱託医 

日程 

2月24日（火） 

締切日 

2月19日（木） 

時間 
午後1:30～ 
　　　 3:00

場所 

幡多福祉保健所 
四万十市中村山手通19

※土佐清水市内での出張相談を行う場合もあります
　ので、お申し込みの時にご相談ください。 
　出張の場合は、午後2時～3時30分まで 
・申し込みが多数の場合は、次回になることもありま
　すのでご了承ください。 
・保健師・相談員による相談は、随時受け付けています。 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
幡多福祉保健所 健康障害課 　0880（34）5124 

 

健康・福祉コーナー 

保育園にあそびにきませんか 

子育て支援センター 

※2月の「おやこ広場　ほほえみ」は、 
　2日・9日・16日・23日の午前9：30～11：30です。 

（時間：9：30～11：30） 
「どんぐりっこ」 

園庭開放 
2月の予定 

園　　　名 
　（86）0106 

　（84）0868 

　（82）0520 

　（82）2248 

　（82）9017 

　（88）0144 

　（85）0153

2月  6日(金) 
2月13日(金) 
2月17日(火) 
 
2月18日(水) 
 
2月27日(金)

2月 3日(火) 
2月 5日(木) 
2月12日(木) 
2月14日(土) 
2月19日(木) 
2月24日(火) 
2月26日(木)

実　施　日 

実　施　日 内　　　容 

☆お問い合わせ☆ 
子育て支援センターどんぐりっこ 

市内浜町6-22　清水保育園内　（83）0033

☆お問い合わせ・お申し込み☆ 
社会福祉法人 清和会「あんきな家」　（82）0022 

市健康推進課  　（82）1121

☆お問い合わせ・お申し込み☆ 
社会福祉法人 清和会「あんきな家」　（82）0022

健康推進課保健指導係 �（82）1111内線232

育 児 相 談  
2月の日程は、下記の通りです。 
　　　　　  （時間：午前10：00～11：00） 
実　施　日 場　　　所 
2月 6日(金) 
2月13日(金) 
2月20日(金) 
2月27日(金)

下 川 口 保 育 園  
下 ノ 加 江 保 育 園  
子育て支援センター「どんぐりっこ」
三 崎 保 育 園  

※母子手帳とバスタオルをご持参下さい。 
　困っていること、心配なことなどなんでも相談してください。 

下 川 口保育園 
下ノ加江保育園
旭 保 育 園  
浦 尻 保 育 園
中 浜 保 育 園
足摺岬保育園  
三 崎 保 育 園 

ほ っ と タ イ ム 
鬼とまめまきごっこ 
リ ズ ム あ そ び  
ぴ よ ぴ よ ク ラ ブ  
お 　 誕 　 生 　 会  
ぴ よ ぴ よ ク ラ ブ  
おひなさまを作ろう 

（時間9：30～11：30） 

デイサービスセンター「さざなみ」の休止と 
デイサービスセンター「あんきな家」の開設 
　高齢者の皆さまにご利用いただいておりました土佐清水
市デイサービスセンター「さざなみ」は、平成21年3月末をもっ
て休止させていただきます。 
 なお、このデイサービスは、社会福祉法人清和会『あんきな
家』（加久見1464-279）が4月から開設し、引き続き実施します。 
利用対象者 
　下ノ加江･三崎･下川口･半島地区(加久見･松崎･養老･ 
　横道･以布利･広畑･大岐)にお住まいの65歳以上の方で、
　介護認定を受けられていない方 
※その他の地域にお住まいの方は、引き続き「ひまわり」をご
　利用になれます 

利用料金　1回：1,000円 

利用申込方法 
　あんきな家、市健康推進課に備えてあります「デイサービ
　ス利用登録申請書」に必要事項を記入のうえ下記まで申
　請してください。 

　高齢者や障がいのある方が、日常生活において地域で自
立した生活を営むことが困難となった場合など、居室やその
他の施設を提供し、日常生活及び社会生活を送れるよう支
援する「高齢者住宅」が4月に開設されます。 
高齢者住宅『あんきな家』 
　所在地：土佐清水市加久見1464-279 
　事業者：社会福祉法人 清和会 
利用対象者 
　おおむね65歳以上のひとり暮らし高齢者 
　高齢者及び身体障害者を抱える世帯 
利用料金　居室料：30,000円 
　　　　　管理料：10,000円 
　　　　　光熱費： 5,000円 
利用室数　15室 
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市民図書館新着図書 
一般図書  

市民図書館 　（82）4151

女神記　　　　　　　　　　　　　　　桐野 夏生 

悼む人　　　　　　　　　　　　　　　天童 荒太 

宇宙を孕む風　　　　　　　　　　　　片山 恭一 

ファミリーポートレイト　　　　　　　桜庭 一樹 

四とそれ以上の国　　　　　　　　　　いしいしんじ 

軍師の生きざま　　　　　　　　　　　末國 善己 

見知らぬ町　　　　　　　　　　　　　坂東 眞砂子 

人間の覚悟　　　　　　　　　　　　　五木 寛之 

オバマ演説集　対訳　　　　　　　　　朝日出版社　　 

白川 静－漢字の世界観―　　　　　　　松岡 正剛　　 

日本刺繍「紅会」繍の精華　　　　　　斎藤 信作　　 

神宮の奇跡　　　　　　　　　　　　　門田 隆将　　 

乾物事典　　　　　　　　　　　　　　橋本 通子　他 

日本と世界の犬のカタログ　　　　　　成美堂出版　　 

図解早わかり消防法　　　　　　　　　大脇 賢次 

町内会のすべてが解る！　　　　　　　中田 実　他 

データでみる県勢2009　　　　　　　　矢野恒太記念会 

世界金融危機　　　　　　　　　　　　金子 勝　他 

坂本龍馬　　　　　　　　　　　　　　松浦 玲 

現代用語の基礎知識2009　　　　　　　自由国民社 

くじらぐもからチックタックまで　　　石川 文子 

NO．6　♯1～♯3　　　　　　　　　　あさのあつこ 

トワイライト　3・4　　　　　　　　　ｽﾃﾌｧﾆｰ・ﾒｲﾔｰ 

飛ぶしくみ大研究　　　　　　　　　　秋本 俊二　 

トラのテレサ　　　　　　　　　　　　ﾀﾞﾆｴﾗ･ﾃﾞ･ﾙｶ 

はじめてのせかいちずえほん　　　　　てづか あけみ 

やまんばあさんとなかまたち　　　　　富安 陽子 

土佐犬物語　　　　　　　　　　　　　戸川 幸夫 

（他多数） 

市民図書館のすべての蔵書はインターネットホーム
ページからも検索できます。 
アドレスhttp://shimintosho.city.tosashimizu.kochi.jp/

児童・中高生図書 

 
　
　
　
◆
俳
　
　
句
◆ 

都
会
の
子
お
し
ゃ
れ
か
ぶ
り
て
冬
帽
子

 

布
　
　
　
西
山
　
誠
子 

小
春
日
に
老
人
賑
わ
う
文
化
祭 

 

布
　
　
　
岡
部
　
啓
子 

初
詣
県
外
ナ
ン
バ
ー
犬
の
せ
て 

           

布
　
　
　
桧
垣
由
喜
恵 

き
ら
め
き
て
波
お
だ
や
か
な
冬
の
海 

           

布
　
　
　
川
村
美
代
香 

 

人
寄
り
て
夫
も
巳
の
日
で
餅
つ
き
す 

 

布 

　
　
野
並
　
豊
美 

隙
間
風
「
き
っ
ち
り
し
め
て
」
と
云
わ

れ
け
り 

下
ノ
加
江  

　
宮
崎
宇
佐
美 

古
稀
祝
ひ
郷
里
集
い
同
窓
会 

下
ノ
加
江  

　
包
国
　
絢
子 

内
孫
の
二
十
歳
を
祝
う
家
族
な
り 

 

上
　
野  

　
野
村
　
綾
子 

干
さ
れ
あ
る
冬
の
白
子
を
手
秤
に 

中
　
浜  

　
渡
辺
　
初
雄 

電
気
よ
り
湯
婆
が
よ
し
姉
妹 

窪
　
津  

　
田
島
き
よ
し 

丑
年
や
平
和
祈
っ
て
の
ん
び
り
と 

旭
　
町  
　
中
村
　
永
子 

新
春
に
と
ん
び
雄
大
福
の
舞 

天
神
町
　
吉
川
　
豊
実 

朝
露
の
色
冴
え
可
憐
つ
わ
花
よ 

本
　
町
　
浦
岡
　
輝
子 

一
つ
づ
つ
減
り
ゆ
く
の
き
の
吊
る
し
柿 

加
久
見
新
町
　
岡
本 

　 

尚 

運
わ
る
く
か
ぜ
で
小
猫
と
寝
正
月 

三
　
崎
　
平
野
寿
栄
喜 

餅
藁
を
小
槌
で
た
た
き
住
連
を
綯
う 

三
　
崎
　
上
田
み
つ
え 

馴
染
顔
揃
え
ば
回
る
屠
蘇
の
盃 

三
　
崎
　
小
南
　
綾
子 

春
立
ち
て
せ
せ
ら
ぎ
恋
し
小
川
か
な 

竜
　
串
　
浜
平
由
美
子 

 

◆
短
　
　
歌
◆ 

待
ち
た
り
し
童
の
頃
の
お
正
月
昔

を
し
の
ぶ
ポ
ン
ポ
ン
下
駄
を 

布
　
　
橘
　
　
光
子 

遍
路
道
日
暮
れ
山
里
急
ぎ
足
同
行

二
人
に
冬
将
軍 

 

以
布
利
　
つ
ぼ
や
の
神
さ
ん 

船
舶
の
エ
ン
ジ
ン
と
も
に
苦
労
し

て
任
務
一
筋
命
を
か
け
て 

松
　
尾
　
久
能
　
澄
江 

さ
ざ
波
で
楽
し
く
め
く
る
週
刊
誌

韓
流
ス
タ
ー
に
会
え
る
う
れ
し
さ 

 

加
久
見
新
町
　
二
神
　
若
榮 

傘
寿
と
成
り
月
日
の
移
り
が
一
段

と
流
れ
は
水
や
流
星
よ
り
速
し 

松
　
崎
　
立
田
　
茂
雄 

米
寿
迄
な
り
た
る
今
も
す
こ
や
か

に
暮
ら
す
此
の
身
は
母
よ
り
賜
ふ 

三
　
崎
　
平
林
　
治
子 

◆
川
　
　
柳
◆ 

春
を
待
つ
岬
の
椿
紅
く
咲
く 

下
ノ
加
江
　 

村   

一
　
人 

裁
判
で
白
黒
つ
け
た
い
民
に
な
り 

元
　
町
　
だ
れ
・
弥
助 

天
か
ら
の
海
に
降
り
た
る
光
か
な 

下
川
口
　
井
上
美
由
亀 

忍
耐
の
限
度
知
り
た
し
人
間
力 

竜
　
串
　
浜
平
　
　
健 

と
し
よ
り 

ふ
る
さ
と 

ゆ
た
ん
ぽ 

し
ら
す 

て
ば
か
り 

は
ち
じ
ゅ
う 

り
ゅ
う
せ
い 

に
ん
げ
ん
り
ょ
く 

は

た

ち

 

あしずり駅伝大会駅伝大会 あしずり駅伝大会 
2月8日（日）（日）午前午前1010時スタート時スタート 
市民文化会館～下川口小学校市民文化会館～下川口小学校（折返し）（折返し） 
2月8日（日）午前10時スタート 
市民文化会館～下川口小学校（折返し） 

力走するランナーたちに熱い声援を! 力走するランナーたちに熱い声援を! 

第41回 第41回 

文　芸 
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2月（如月－きさらぎ） 

※当直医に変更がある場合があります。電話等で確かめてから行きましょう。 

市民の動き 
平成20年12月31日現在 

総数 

17,083
（－36） 

男 

7,971
（－14） 

女 

9,112
（－22） 

死亡 

21
（－3） 

世帯数 

8,149
（－21） 

出生 

3
（　0） 
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日 
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 
 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

11:00

14:00

11:00

11:00 映　画　会 

紙　芝　居 

14:00 紙　芝　居 

14:00 紙　芝　居 

映　画　会 

読み聞かせ 

祝日休 館  

休　　　館 

休　　　館 

休　　　館 

休　　　館 

休　　　館 

休　　　館 

休　　　館 

休館　特別図書整理週間 

犬猫保護（市役所環境課）・立春 

犬猫保護（市役所環境課）・雨水 

第33回高知県市町村職員足摺半島一周駅伝大会 

皇太子誕生日 

 

節分 

行政相談（市役所市民室） 

バレンタインデー 

全国狩猟禁止 

北方領土の日 

年金相談（市役所市民課） 

建国記念の日 

第41回あしずり駅伝大会 

じんべえ市・海遊館以布利センター一般公開 9:00

9:00

10:00

10:00

10:00

11:00

11:00

曜日 図　　書　　館 行　　　　　　　　事 

日曜営業ガソリンスタンド 月日 
カネニ石油（以布利）・安田石油（下ノ加江）・日新石油（三 崎） 

溝渕石油（旭 　町） 

仙石石油（下ノ加江）・たけだ石油（元 　町）・三浦石油（三 崎） 

江口石油（大 　岐）・福山石油（足摺岬）・日新石油（三 崎） 

橋詰石油（下ノ加江）・久松石油（越前町） 

2／  1（日） 

2／  8（日） 

2／15（日） 

2／22（日） 

3／  1（日） 

2／  1（日） 
2／  8（日） 

2／11（水） 

2／15（日） 

2／22（日） 

3／   1（日） 

松谷病院 

渭南病院 

松谷内科 

松谷病院 

渭南病院 

松谷病院 

天神町 

越前町 

栄　町 

天神町 

越前町 

天神町 

（８２）０００１ 

（８２）１１５１ 

（８２）１３７７ 

（８２）０００１ 

（８２）１１５１ 

（８２）０００１ 

月　日 当番医 住　所 電　話 

休
日
当
直
医 

3月（弥生－やよい） 
日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

犬猫保護（市役所環境課） 

ひな祭・耳の日 

曜日 図　　書　　館 行　　　　　　　　事 

紙　芝　居 

春の全国火災予防運動（７日まで） 

消防記念日 

１１：００ 

１４：００ 

１1：００ 映　画　会 

+ 
－ 

四国・九州アイランドリーグ 
高知ファイティングドッグス 

〈時間変更のお知らせ〉 

春季キャンプin土佐清水 
2月1日～9日 

（前月比） 

2/1　歓迎式典　　歓迎式典　9：00～ 

2/7　野球教室　　野球教室　10：00～12：00

2/4　サイン会　会　16：00～17：00 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（プラザパル内） 

2/1　歓迎式典　9：00～ 

2/7　野球教室　10：00～12：00

2/4　サイン会　16：00～17：00 
　　　　　　　　　　　（プラザパル内） 

（土佐清水総合公園内新土佐清水総合公園内新グラウンド） （土佐清水総合公園内新グラウンド） 

（土佐清水総合公園内新土佐清水総合公園内新グラウンド） （土佐清水総合公園内新グラウンド） 

文化会館 
ご 案 内  

市民文化会館 
� 82-3300
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